
E

索
歯
周
に
よ
る
殺
事
。
魔
除
誠
監
置

薬
剤
に
ふ
る
雑
草
の
駆
除
試
験

第
二
鞍

て
緒

邑

二
、
攻
楢
織
率

車需輔周回開除却酬駿

一
、
ポ
ッ
ト
に
於
け
る
雑
率
直
索
剣
騒
除
試
験

四
.
ポ
ッ
ト
に
於
け
る
寮
剣
撤
市
後
の
水
稲
生
育

五d
，
情
物
園
の
幡
町
革
薬
剤
魔
除
諒
騒

六
、
情
物
園
薬
剤
撤
布
後
の
創
作
物
の
生
育

七
、
・
小
委
細
の
雑
草
禁
制
用
駆
除
試
駿

-
、
緒

雷

一
八
八

第

二

報

農

製

博

士

近

良E

藤

太

高

笠

原

安

夫

八
、
水
面
相
問
機
撃
薬
剤
踊
除
試
駿

九
、
雑
草
笛
除
剤
重
水
E
m
に
及
ぼ
す
彫
密
議
験

一
Q
町
水
面
相
田
雑
草
襲
剤
臨
除
試
駿
考
察

一一

、
ハ
マ
ス
グ
ge
興
奮
の
軍
需
刷
用
の
扇
除

ご

て

考

察

↑
ゴ一
、
矯

要

容
者
等
は
将
来
農
業
努
力
の
不
足
に
仲
ひ
、
白
か
ら
削
畑
、
宅
地
、
誼
路
等
の
除
革
は
附
来
る
だ
け
、
安
価
た
る
礎
剤
駆
除
花
よ
る
べ
き

も
の
と
考
へ
、
第
一
報
に
述
べ
し
が
如
く
、
従
来
の
内
外
文
献
を
渉
撮
し
た
り
。
而
し
て
、

一
方
次
に
述
ぷ
る
が
如
く
、
或
は
常
研
究
所
の

敷
地
、
植
物
園
、
小
萎
畑
、
水
稲
岡
等
に
自
然
に
生
ぜ
る
雑
草
に
つ
き
、
或
は
ポ
ッ
ト
に
栽
培
し
た
る
雑
草
に
つ
き
て
、
雑
草
の
薬
剤
駈
除



の
試
験
を
行
ひ
た
り
。
而
し
て
此
試
験
に
刷
ひ
し
薬
剤
は
盤
素
酸
首
達
、
臨
鷹
市
来
酸
加
豆
、
硫
酸
、
硫
酸
第
一
蟻
(
経
緯
可
硫
酸
加
塁
、
石
友

望
索
、
堕
化
マ
グ
ネ
シ
ユ
ム
、
苦
盟
汁
、
生
石
友
等
な
り
。

昭
和
一
五
年
四
月
二
七
日
よ
り
同
一
。

n迄
に
行
ひ
し
も
の
を
、
4

引
に
報
告
ぜ
ん
と
す
。
而
し
て
共
後
向
稽
織
し
て
施
行
中
念
品
v
。

-
-
、
敷
地
韓
草
の
義
則
瞳
除
試
験

此
試
験
は
研
究
所
の
敷
地
の
雑
草
に
ワ
き
て
釘
ひ
し
も
の
に
し
て
.
枠
組
の
宅
地
の
除
草
に
相
官
す
る
も
の
な
り
。

一
坪
宛
匝
切
り
て
、
之
に
生
や
る
雑
草
の
種
鮪
及
び
本
数
空
調
官
賞
し
て
、
二
・
凶
五
%
の
硫
酸
、
及
び
五
%
の
線
勢
を
↓
・
五
立
、

四
・
コ

第
一
回
試
験

製
粉
室
の
南
側
の
地
阪

て

試

験

の

方

法

婦
の
堕
素
酸
曹
達
の
溶
液
を
問
立
宛
如
震
に
て
撒
布
し
、
又
石
夜
空
講
堂
反
賞
一

C
貫
の
割
合
に
て
等
賞
の
砂
と
混
合
し
て
乎
に
て
撒
布
せ

り・

別
に
無
鹿
理
直
を
設
け
た
り
。
此
無
由
凪
理
直
に
も
後
に
は
一

o
u
w硫
酸
b
L

一
・
五
立
撒
布
し
た
り
。

昭
和
一
五
年
四
月
二
四
日
に
右
藁
剤
を
撒
布
し
て
、
四
月
二
六
日
、
五
月
三
日
、
六
日
、

一
六
日
及
び
一
八
日
に
雑
草
の
吠
態
を
調
査
し

た
hv
.

二

、

試

験

む

結

果

右
試
験
の
結
凶
摘
は
第
三
衣
に
於
て
示
す
が
如
し
・

ギ
シ
ギ
シ
左
除
く
他
の
雑
草
は
、
何
れ
も
開
花
期
の
前
後
に
し
て
、
岐
に
相
営
w
h

大
事
担
〈
成
長

L
た
る
も
の
念
り
。

薬
剤
広
よ
る
繕
草
の
・
除
誠
鼠

第
二
組

一
八
九



薬
剤
に
よ
る
雑
草
の
騒
除
試
敏

堕
素
酸
曹
達
四
・
ニ
dn
直
は
五
月
六
日
以
後
に
は
雑
草
は
完
全
に
枯
死
し
て
、

第
二
緑

一丸。

丸
月
二
五
日
頃
ま
で
雑
草
の
褒
生
を
見
歩
し
て
、
共
後
少

し
づ
L
再
費
生
を
見
た
り
。
撒
布
の
昔
時
ハ
マ
ス
グ
の
存
在
に
気
付
か
ぎ
り
し
が
、
土
を
掘
り
た
る
に
ハ

7

ス
グ
の
根
華
は
腫
素
酸
曹
達
の

震
め
に
、
枯
死
し
た
る
を
認
め
、
そ
の
効
果
最
も
著
し
か
り
き
。
向
此
医
を
翌
一
六
年
八
月
一

O
H
K
調
益
し
た
る
に
、

一
坪
中
に
生
育
の

貧
弱
な
る
コ
ゴ
メ
カ
ヤ
ツ
リ
二
株
、
ハ
マ
ス
グ
一
株
、
メ
ヒ
シ
パ
の
幼
植
物
一
株
、

一
ハ
ホ
コ
リ
二
株
の
費
生
を
見
た
る
の
み
に
し
て
、
殆

ん
"
と
不
毛
地
に
な
り
た
る
を
認
め
た
り
。

硫
酸
ニ
・
四
五
%
匹
、
硫
酸
載
五
%
匡
及
び
石
衣
室
素
反
富
一

O
貰
車
は
始
め
に
は
輩
葉
等
に
被
害
を
認
め
た
れ
ど
も
、
後
に
元
気
を
快
復

し
て
生
育
を
槙
け
た
り
。
殊
に
石
友
窒
素
は
肥
料
的
の
効
果
が
大
に
な
り
て
、
震
め
に
大
震
生
を
・
な
し
た
り
。
只
ミ
ミ
ナ
グ
サ
の
み
は
石
友

保

健

意

即

鞘

週十

{
酒
畠

8 
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察
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濡
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ラ
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布
5
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日
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昆
1
4
日
f
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日
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月
1
8
日
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枯
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I
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カ
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ピ
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殆
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枯
死
殆
ん
ど
枯
死
h
 

ス
ず
メ
/
テ
ツ
ポ
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1
旬
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抑
$
分
納
死
2
、
3
本
生
存

胃

ギ
シ
ギ
シ
忽
2
o
%
 

2
5
%
 

H
 
柏

死
~
復
新
業
生
育

無
慮
樫
原

‘
に
新
る
芽
が
出

て
飛

」

、‘
 、
テ
・
グ
サ
3
2
 
5
%
 

5
%
 
"
 
11 

結
死
枯

死

'?I 
}I 
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司F
2
 

"
 
"
 

h
 

"
 

，
、
、
コ
グ
ザ
2
 

骨
h
 

h
 

む
，~1: 

ft I
 

，、
句，
ス
1f 

"
 
被
害
な
し

一
郎
被

の
み

備
考
1.
敏
字
iま
1
跨
(
1
底
〉
に
於
け
る
緩
事
本
I
t
を
示
す
d

2. 
(
%
)
は
外
観
上
、
報
革
種
類
の
繋
茂
せ
る
慨
合
を
示
す
。

3
.
撒
術
省
時
の
雑
草
生
育
朕
況
は
~
の
知
L
。

チ
グ
ナ
開
花
叉
は
見
熱
中
ス
ず
メ
ノ
・
カ
タ
ピ
ラ
閲
上

ス
ご
メ
J
テ
ツ
ボ
ウ
出
穂
時

ナ
グ
サ
結
1
1
l
期

イ
ヌ
ガ
ラ
シ
畿
の
生
ず
る
初
期
ギ
シ
ギ
シ
生
育
申

4. 
.
素
酸
曹
建
撒
布
匿
に
於
て
は

9
刃
26
日
頃
ま
で
鎌
箪

lì~量
然
摂
生
せ
ず
、
土
を
鱗
起
し
て
ハ
マ
ス
ゲ
の
綬
を
検
し
た
る
に
、
金
〈
佑
死
し

て
ゐ
る
を
認
め
た
り
。
翌
年
8
月
1
0
日
に
Z量
生
幸
雄
事
を
観
察
し
た
る
に
、
生
育
貧
弱
な
る
ヨ
マ
メ
ガ
ヤ
ツ
リ
2
稼
れ
マ
ス
グ
1
線
量
ヒ

シ
バ
1
稼

品
ハ
ホ
コ
リ

2
棟
を
f
t
~
せ
る
の
み
な
り
き
。



事
業
に
よ
る
も
枯
死
せ
り
。

無
慮
理
直
に
於
て
後
に
硫
酸
生
一

o
u
n
に
た
し
て
、

一
・
五
立
施
し
た
る
も
の
は
、

ハ
マ
ス
ダ
を
除
け
ば
著
し
く
被
害
あ
り
て
枯
死
し
丘

る
も
の
多
け
れ
ど
も
、
ギ
シ
ギ
シ
は
新
芽
を
再
費
生
し
た
り
。

第
二
回
試
験

ガ
ラ
只
室
南
側
の
地
区

て

試

験

の

方

法

前
と
同
じ
方
法
に
で
只
薬
剤
分
量
を
種
k

に
費
へ
て
撒
布
し
た
勢
。

下
回
は
聾
議
酸
曹
達
を
用
び
字
。

薬
剤
・
に
よ
る
種
事
の
.・
除
特
制
緩

第
二
副
司

一
丸
?と

-
二

、

試

験

の

結

果

第
二
去
の
示
す
が
如
く
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
ナ
ヅ
デ
、
タ
チ
イ
ヌ
フ
グ
リ
、
タ
ビ
ラ
コ
は
、
右
の
薬
剤
及
藁
量
の
何
れ
か
に
於
宅
枯
死
し
た
札

E
、
他
の
雑
草
は
多
少
被
害
あ
る
も
、
後
・
に
快
復
し
て
効
果
無
か
り
き
.
後
に
一
七
日
遅
れ
て
硫
酸
一
O
%
を
撒
布
し
た
る
場
合
陀
は
‘
ヲ

7

ゴ
ヤ
シ
を
除
く
の
外
は
‘
全
部
枯
死
し
た
り
。

又
此
試
験
に
よ
り
て
、
硫
酸
(
二
・
瓦
U
W
1

硫
酸
鴎
《
五
%
v
及
び
石
夜
空
素
は
・
訟
に
用
び
し
韓
度
の
藁
量
に
て
は
、
未
叫
ん
雑
草
駆
除

の
効
果
無

4
し
て
、
更
に

m量
b
L
大
に
す
る
を
要
す
る
b
k
知
る
た

p
。

凪
上
二
回
の
試
験
に
於
て
、
葉
剤
と
之
に
よ
り
℃
効
果
的
に
腫
除
せ
ら
れ
し
雑
草
と
の
閥
係
は
次
の
如
し
・

三
立
日
夕
チ
イ
ヌ
フ
グ
官
、
ナ
ヅ
ナ

ス
ズ
メ

y
テ
ウ
パ
ゥ
、
ツ
メ
タ
子
、

h

ハ
コ
グ
サ
‘
ナ
グ
ア

硫

酸

二
・
五
%

坪
富
一
・
五
立
'
ミ
ミ
ナ
グ
ザ

琉

酸

一O
d神

坪
吉
一
・
五
立
目
ス
ズ
a
p
f

カ
タ
ピ
ラ
、

硫

.
酸

甑

五
% 

坪
常
一
立
'
ミ
さ
ナ
グ
サ
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第三表 第一回ポット試験.雑草種類及び穂郡j分量

置
罰
則
に
よ
る
様
車
の
恒
除
試
験
第

維草種名 察び同iO各 I 跨答-lilポツ 雑草語名 繋及び剣損居名室 liP 皆1it1トボ用7 及 度 施用璽債ト施用 路用曾|慣施

RFM%  4立
17.e.cc 

硫 酸 3.0立 13.2cc 。78gl
8立 35.2cc 

練場事 5%1.5立 6.6cc 

" " ，1.民g)
ミ、ナグサ

級事事 5%1.5立 6.6cc " 持 3立 13.2田

13.2cc 
無~理 一

" " 3立
無a理 一 一 1石灰E草案 33匁 0.55g 

堕素酸 4.2% 35.2oc 
h 66匁 l.1g 

8立
リーdI スマメノテ 堕索重量 4.2% 4立 17.scc 

ノポロギグ 硫 E量2弘45%1.5立 6.OOc ツポウ 'J~ðÍ 

h h 8立 35.2cc 
無it理 一

無慮理 一

総事事 556|1.5立IらOOc
堕素酸 4.2%

13.2oc 
4立 17.6cc 

大 " " 3立
サー~.

イヌブグ日
硫酸a45% " " 8立 35ふeI.5立 6.6cc 

3立 13.2cc 
ナグナ 硫重量2.4o%l.5立 6;6cc 

" " I! I! 3立 13.2oc 

堕素酸 4.2，￥ 4立 17.6配 無慮理 一 一、")~J(

I! " 8立 36.2cc ギシギシ 堕素餓 4.2% 4立 17.6cc
総務 5%1.5立 6.6cc 、")~p' 

" I! 8立 35.2cc " " 3立 13.2cc 硫酸2.45%1.5立 6.6∞ 
麹素酸 4.a，& 4立 17.6cc d、 君臨 ，， . " 3立 13.2cc ソι〆

" " 8立 35.2cc 〈樹照〉 総緯 5%1.5立 帥 cl
33匁 0.55g 石灰窒~ " " 3立 13.2cc 

" 66匁 1.1g 石訳書証票 お匁 0.凶g

ノ ピヱ 硫酸2;4fl%1.5立 飾 cl '害 66匁 1.1g 

事H

三
O
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.
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葉
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∞
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る

"
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l
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グ
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新
潟
品
淑
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刷
出
・
・
・
桜
内

Hi---品開瀦
m
r
o
線
認
沼
・
・
・
城
内
吋
1
8
0
B

U

丹、弘、
h
甲
山
可
品
向

Avi---事
判
開
沼
・
t
M制
也

H
8ーさ白岡田

U
R
只
町
田

、

4vza--蓮
将
滋
・
・
・
側
内

nzpg 内田
d
m
w
n
g
(
間

h
w
σ
v

、

J"C. 

、・5・

石
茨
窒
素
目
反
営
ニ

O
貫
低
於
て
は
J

ピ
ヱ
は
殆
ん
"
と
枯
死
す
る
も
‘

一
O
貨
に
て
は
僅
か
に
枯
死
す
。

容
な
〈
、
却
9
て
生
育
旺
盛
、
小
穿
紘
一

O
賞
に

τ楠
被
害
‘
ニ

O
質
に
が
、
て
は
相
官
被
害
あ
り
。
{
第
一
樹

l
第
七
岡
w

ス
ズ
メ
/
チ
ツ
ボ
ウ
に
は
越

守

事
・
・
・
・
晶
咽
暗
号
z-Mwm勾
l
司

S

圃
圃
山
湖
沼
喝
灘
高
美
諸
制
措
糊

M
H
W
P
A
H
建
部
「
け
σ
。

市
甲
様
替
δ
刷

H
S丙
湾
パ
溜
遭
勘
間
作
一
副
議
内
漁
民
崎
町
時
対
等
ペ

R
惣
「
汁

σ
。

第
四
表
r
h
よ
れ
ば
、
燕
剤
と
之
が
詩
め
に
枯
死
す
る
雑
草
と
の
閥
係
は
弐
の
如
し
・

臨
海
素
酸
曹
漣
目
四
・
二
dm坪
営
四

l
八
立
に
よ
っ
て
、
ミ
ミ
ナ
グ
4
1

・
F
ボ
ロ
ギ
夕
、

ノ
ピ
ヱ
、

ス
ズ
メ
ノ
テ
ラ
ポ
ゥ
、
テ
ヅ
ナ
は
副
完
全
広

枯
死
す
・
ギ
シ
ギ
シ
は
}
時
枯
死
し
た
る
が
如
き
も
、
根
輩
よ
り
前
件
費
生
し
た
り
。
但
し
草
勢
は
貧
弱
に
て
結
局
後
に
は
枯
死
せ
り
・

小
委
は
出
植
し
た
れ
ど
も
輩
親
書
し
く
不
良
な
り
き
・

璃
捜
第
一
噂
'
五
%
一
二
・
立
に
於
て
ミ
ミ
ナ
グ
サ
が
二
分
の
一
枯
死
し
た
る
の
み
に
し
て
、
他
の
雑
草
に
は
被
害
な
し
・

融

醸
E
二
・
四
五
%
で
五
立
に
於

τ
Jポ
ロ
ギ
タ
は
二
分
の
一
枯
死
守
。
オ
ホ
イ
ヌ
フ
グ
リ
は
一
・
五
立
に

τ二
分
の
て
豆
ヰ

に

τ七
割
枯
死
せ
り
。
ヂ
ヅ
ナ
は
一
・
五
立
に
て
少
ふ
く
被
害
あ
り
・
一
二
立
に
於
て
二
分
の
一
枯
死
せ
り
。
小
婆
は
被
害
な
し
，

第

二

回

ボ

!:I 

ト

試

齢

置
理
歯
周
に
b
A

る
鋸
歯
車
の
困
層
徐
誠
.

第
三
領

二
O
蓋



試
験
の
方
法
は
前

富
寮
郷
に
よ
る
雑
草
の
騎
除
試
駿

二
O
穴

固
に
同
じ
。
只
ノ
ピ

ヨ工
、

ス
ズ
メ
ノ
品
川
ツ

ポ
ウ
に
は
撒
布
量
を

増
加
せ
り
.
雑
草
の

種
類
及
び
襲
剤
用
量

は
第
五
表
の
如
し
。

此
試
験
の
結
果
は
、

第
六
表
に
示
す
が
如

し
.
ポ
ッ
ト
の
面
積

は
千
分
の
一
一
一
・
五
坪

た
り
。此

試
験
に
よ
れ
ば

堕
素
酸
曹
達
匿
に
於
・

て
は
何
れ
の
雑
草
も

完
全
に
枯
死
し
た
り

第
二
鰻

第二回ポット試験雑草種類及襲舞射世布分量

雑草穏名 普賢び剣滋名 雑草種名 I 薬及び剤調度名及度 施用量 施用 施用!I: 施

石灰議案 33匁 O.43g 石EX2素 66匁 仏86g
ヒメムカシ

" 66匁 O.邸g
ヨぞギ 級事事 5% 4.5立 16.8cc 

援素酸 4・2% 4立 14cc ギシギシ " " 6立 22.4cc '/-df 

石灰蜜素 a匁 o.43g 硫酸2.45% 6立 22.4cc 

理素酸 4.2% 4立 14cc 無臣民理 一ソーダ

ミ、ナグサ 硫酸2.45%1.5立 5.6cc 

総理事 5%1.5立 5.6cc 
石灰窒素 99匁 1.29g 

無p，t理 一 " 132匁 1.72g 

堕素酸4.2%
堕素酸 4.2，百

/ ピエ 12立 42cc 
4立 14cc '1-〆

ゾF ダ

" " 16立 ぽicc
コセy〆ν" " 8立

話cc

グサ 硫酸2.45%1.5立 5.6cc 
無.理

無.Iit理 一 守害事 ω% 16立 民;Cc

石灰窒素 66匁 aぉg スマメ/テ 硫酸2.41i% 6立 22.4cc 

練習響 5% 1.5立 5.6cc 
フポウ

石灰窒素 132匁 1.72g 

ノボロギタ
総饗 5ラ4 4.5立

" 
師 3立 11.2∞ 16.6cc 

硫殴2.45% 3立 l1.Zcc . 石灰蜜素 66匁 仏佼ig

石灰窒素 a匁 O.43g 11 総撃事 5% 6立 2&4cc 
麹素畿 4.2% 4立 14cc lナザナ

大
'/-〆 曽 開 3立 日.2cc

イヌプグlJ!" " 8立 部cc
級事事 5% 6立 22.4∞ 

硫酸2.46% 6立 16.8cc 

無慮理 一 一 無.理 一 一
一

第五表



起
き
1種
目
ベ

J1<Jlã毛時~.o.坐
第
六
表
.
第
二
回
ポ
ッ
ト
試
験
の
・
結
果

ポ
ヲ
ト
E首

重量
警

観
軍最

維
事
麗
額

害廃
剤
分
盛
撒
布
期

5
周
4
日
I
5
周
9
日
I
5
周
16
日
I
5
周
お
日
|
6
周
22
日

C
a(カ
N・
+
0
0.4 3g 
4
周
30
日
1/2
枯
死
2/
3
胎
死
1/3
柏
死
113
枯
死
開
花
生
育

"
 
0・Be
g

時
殆
ん
ど
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|
残
り
2/3
元
気
|
新
芽
元
気
主
し
|
生
育
旺
盛

FeS04 
5
 %1 
16.8cc
 (3)/ 
h
 
/:襲
1/3
枯
死
12/
3
結
死
|
一
部
柏
死
I

h
 
I
生
育
璃
旺
盛

n“τ 

c 凋“
.ρ・ 、

包制
ル明瑚境

凋“τ

H

蹴鹿
島無

11 
h
 

生
育
椅
劣
る

生
警
務
劣
る

く
ご
;
9
{
襲
〉

生
育
申

"
 

揖
h
 

h
 
殆
ん
ど
佑
死
/
:
新
芽
a
a
l
:
新
芽
元
気
よ
し
"
 



C
a
C
N
.
+
O
 
].29g 
"
 
.少
被
審
少
し
被
害
1
/
3
粕
死
1/3
柏
死
残
り
た
る
も
の

生
育
旺
E革

1/ 
1.72g 
"
 
"
 
2/3
被
警
2/3
給
死
4/5
枯
死

11 

N
a
C1UII 

U
lVg
 
"
 
1/3
被
審
1
/
3
被
害
1担貫
2録
被
に
獲
色害
殆
15
絡
売
給

宛
!

，
 
ピ

コ巴

2.n2g 
N
 
1(1.
被
害
112
被
害
1/2
被
害

4・
"
 

1.26cc 
"
 
少
L
被
害
少
し
被
害
や
』
鐙
色
大
聖霊
色
"
 

11無
~
理

生
育
申

N
祇
)}UII

f審
殆
ん
ど
鮪
死
結

死
始

死
結

死
結

死

H
.so..
Z.45
%
 
~
.
4
c
c 

骨
被
害
な
L
被
害
な
し
や
5‘
 
害
殆
ん
ど
筒
死
?
成

熱

ス
マ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
O
a
C
N
l
t
C
 
1・72
g
1
 "
 
"
 
少
し
被
害
1/2
鮪
先
1
/
3
枯
死
1
1
:
育
附
花
1
T
1_

F
e
80
"
 
5
%
 
"
 
"
 
被
害
な
し
撞

色
殆
ん
ど
結
死
?
1
1或

熟

無
!
l
理

"
 

I
 
O
a
O
N
I
+
(
)
 
O;86g 
"
 
葉
少
し
害
被
害
な
し
]/5
格
死
2
川
死
?l
成
熟
格
死

|附
0
4
5
%
 22.4c(' 
"
 
"
 
(
黒
費
〉
"
 
や
L
被
筈
1
/
3
佑
死
?

H
 

十
ち
F
ナ
"
 
1
L2c
c
 
"
 
"
 

持

"
 
や
L
被
害
|
"
 

H
tSO
.Z-4
5
%
 
16.8cc 
"
 
給

死
格

死
約

死
.
 

無
慮
理

成
熟
紘
死

ー
一
一
一
一
一

備
考
繋
殉
撒
布
2宮
障
害
の
雑
草
生
育
朕
況
は
突
の
釦
し
-
。

鰍
I;!.lゐM.

網野
e・
S童
話
自
量
級
llii

1
1
0
~
 



薬
剤
に
よ
宿
織
率
の
届
除
武
敏

第
二
被

一二

G

R
L
L
F
冶
マ
凶
市

e
p
・t
・，
m
l∞
鵜

3
事
選

'" 
'" 
、ー

、
A
V

・i
・-週刊開曲局担噛靖国崎
4
A

u
-咋
父
、
て
も
、

diz--
印
精
(
H
n
w
自
由
同
様
舟
)

、、

~ 

司

h

句、:・・:咽担制
m
M
q
*
δ
隷
師
国
偏
向

月
』

d
z
-
m
口
岡
田

U
R
-
-
-
H
3
自
由
持
舗
h
M
F
q

U

R

4

漏
斗
、
=
・
・
・
・
:
咽
担
制
課
遺

側
内
印
・
l
H
Z
B

命;

、空

""" 
Y
・T
-
N・lω
溺

δ
事
選

、、

π. 

H---F
・ω
l
A
一濡

3
隷
滋
-
-
-
M
W弘
H
g
d
u
m
何回
(
U
R〉

HM両
目

、4・U
H
N
L

、-WJM『
先

Ay--:
・
・
蜜
柑
沼
:
・
城
内
q
l
N
H
η
B

叫
J

・
・
・
・
・
軍
隊
沼
・
・
・
根
内
見
l
m
n
E

対弘

聾
素
酸
曹
達

a四
・
二
%
四
立

k
て
，
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、

ミ
ミ
ナ
グ
サ
、

コ
セ
シ
グ
シ
グ
サ
、
オ
ホ
イ
ヌ
フ
グ
リ
は
枯
死
し
、
ノ
ピ
ヱ

回
世
血
刊
行
U
六
守
山
G
Mす
が
晶

r
s
-
H
O幽
珊
遺
淋

π
ど
務
調
咽
岡
田
冊
「
叫
vh向

Vπ
」
円

h
u
u
F
手
作
降
mw-時
八
禁
制

H
r由v
h
f
v

根内向日
d
N町山

V
A
V
3
r
欝
W
R
J「
向

V諜
4r

U
R
N
H向
v
a
r
s
-
H忽
河

骨

品

川

向

V

航
時
M
F
A
M

。h
H
3見
蟻
』
H
Z
A剖四

8
N市
W
O品
川
州

mh
円。。

は
一
二
耳
、

ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
は
一
六
立
に
て
全
部
枯
死
。
(
第
九
醐
)

硫
酸
第
一
臨
H
五
dw
一
・
五

l
六
立
に
之
何
れ
の
草
も
多
少
の
被
害
あ
る
も
、
駆
除
の
効
果
無
し
。

硫

酸
目
二
・
五
%
坪
嘗
了
五
立
に
て
ミ
ミ
ナ
グ
サ
は
殆
ん

E
枯
死
、

コ
セ
シ
グ
シ
グ
サ
、
ノ
ボ
ロ
ギ
ク
、
オ
ホ
イ
ヌ
フ
グ
ロ
等
は

分
の
一
又
は

5
分
。
二
枯
死
す
。
ギ
シ
ギ
シ
は
一
時
枯
れ
た
る
が
如
き
も
、
後
に
-
新
芽
を
帯
以
生
し
て
元
気
に
生
育
す
。

一一. 

五
dw
一
=
立
に
で
、
ナ
~
ヅ
ナ
ぼ
二
分
の
一

、
オ
ホ
イ
X

フ
グ
リ
は
七
割
枯
死
す
。

一一・五
dm
六
立
に
て
ノ
ポ
ロ
ギ
ク
、
ナ
ヅ
ナ

は
完
全
に
死
す
・
ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
は
始
め
被
害
持
ん

E
無
し
.



石

友

窒

素

E
前
表
用
量
に
て
ミ
ミ
ナ
グ
サ
ハ
殆
ん
"
と
枯
死
し
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、
ノ
ポ
ロ
ギ
ク
は
大
に
官
官
せ
ら
れ
、
反
富
一

σ貫
に

て
オ
ホ
イ
ヌ
フ
グ
リ
は
少
し
枯
死
、
反
嘗
二

O
貫
で
ナ
ヅ
ナ
、
ギ
シ
ギ
シ
は
約
b
T
分
枯
死
.
一
二

O
貫
又
は
問

O
質
に
て
ノ
ピ

.x. 、

ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
等
は
枯
死
す
る
も
の
あ
れ

E
、
建
存
し
た
る
も
の
は
後
に
旺
盛
な
る
生
育
を
な
す
。

• 

第
三
回
ポ
ッ
ト
試
験

此
試
胎
に
於
て
は
メ
ヒ
て
で

第
七
表
の
如
し
。

ヤ
へ
ム
グ
ラ
を
試
料
と
な
し
、
聾
素
酸
曹
達
、
硫
酸
、
石
友
窒
棄
宣
撒
布
し
た
り
。
そ
の
礎
量
及
結
果
は

此
試
験
に
於
て
は
硫
酸
の
浪
度
を
抽
惜
し
、
盛
素
酸
曹
建
を
約
七
分
の
一
及
び
三
分
の
一
に
減
じ
た
り
。
試
験
の
結
果
は
共
の
如
し
・

メ
ヒ
シ
パ
目
盛
素
酸
曹
達
坪
営
二
五
8
直
は
字
分
枯
死
、
五
O
S
Eは
殆
ん

E
枯
死
、
他
の
襲
聞
に
於
て
は
被
害
な
し
。

ヤ
へ
ム
グ
ラ

H
硫
酸
五
%
、
坪
嘗
了
五
立
に
よ
り

τ完
全
に
枯
死
、

に
て
は
完
全
に
枯
死
せ
り
。

何
れ
の
雑
草
も
既
に
道
・
丈
大
に
し
て
、
十
分
生
・
育
し
た
る
も
の
な
り
e

硫
酸
第
二
障
を
一
五
U

刊
に
な
し
、
硫
限
定
四
・
九
%
又
は
一

oum

石
次
窒
素
段
哲
一

O
貫
及
び
二

O
貰
に
て
は
少
し
く
生
存
.
コ
一

O
貰

反
封
に
藁
剤
と
雑
草
と
の
聞
係
は
弐
の
如
し
。

直
素
酸
曹
建
H
メ
ヒ
シ
パ
殆
E
枯
死
。

硫

酸
'
ヤ
ヘ
ム
グ
ラ
枯
死
、

メ
ヒ

γ
バ
は
被
害
僅
少
。

石
友
窒
素
'
ヤ
へ
ム
グ
ラ
枯
死
、
メ
ヒ
シ
パ
は
多
少
の
被
害
。

第
四
回
ポ
ッ
ト
試
験

繋
測
に
よ
る
犠
草
の
属
除
誠
厳

第
二
組

.... . 一一
一



置
無
期
に
よ
る
鎌
穫
の
踊
倫
試
画
壇

第
ご
国
概

第三回ポット試験の雑草種類.捕剤撒布量Aび損害翻察

剤 |ポット怠 i'Jl Z宮
雪隠 書 観 祭

雑2喜積類 秦 徹布苅
分 担民 施股.

5刃24日 6用 22日
11 

|翻案酸
10剛 2~ 5局17日 檎彼 E普 lj2枯死

lソーダ

0，1'宇45 50 " 2/3被害 殆んど胎死 l. 
嵐彼省占bて少し|硫・駿 4.9% 5.6cc 1.5立 " 被害なレ

メヒシ ベ " 2.45% 11.2 3 " 少 L波書 僅少彼審
弘.45% 5.6 1.5 抑 被儀め曹て少し 11 

|石灰窒素 1.29~ 99匁 骨 2/3被害 残ったもの
さを育旺盛

0.86 66 H 1/3彼曾 N 

5.6ccl L馳 " 給 死 格 死

11.2 3 . " H 11 

" a.45% 5.6 I 1.5 " " " 
ヤヘムグヲ 石:9t~置s " 1/2給死 " 
" 

Q.部 66 " 1/3枯死
一部戚徐裕
死

" 0.43 I 33 時 や』彼害 " 
無 島 理 成熟枯死

第七表

備考・…・・メヒシパに於ける NaClOaの α国72g及び 0.1745gは水 lOccに溶かし

一一
一一一

に
私
悼
む
、
石
茨
蜜
業
の
量
を
場
加
施
用

せ
り
。
試
験
の
扶
況
は
第
八
表
に
示
す

.、.司
4

，.

品
H
4
u
h
'
L

第
八
表
に
示
す
が
如
く
弐
の
結
果
を

得
た
り
。

盟
十
議
酸
曹
連
日
ノ
ピ
ヱ
も
坪
首
四

d

汐
問
立
以
上
撒
布
す
れ
ば
枯
死
す
。

硫

評
嘗
一
台
主

酸
H

幽
・
・
弛
dn
、

に
於
て
除
、
オ
ホ
イ
ヌ
フ
グ
リ
は

枯
苑
、
ギ
シ
ギ
む
ず
は
一
時
殆
ん
ど
枯

死
す
る
も
又
新
芽
を
費
生
す
。
ノ
ピ

て施用せり。

ヱ
は
殆
ん
H
C
被
害
無
し
・

一O
，
後
山
氏

於
て
は
、

ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
は
枯

死-
硫
酸
第
二
略
目
↓
五
dmぽ
於
て
主
主
十

M
7
4
F

、
オ
ホ
《
ヌ
ヲ
グ

p
、
ヂ
ヅ
デ
、



第
八
表

第
四
回
ポ
ッ
ト
試
験
の
雑
草
種
頼
・
葉
剤
J最
有
J量
及
び
襲
客
観
察

ポ
ッ
ト
E言
i手
宮

禁
害

駿
察

終
草
履
名
雪
良
剤
名
分
鐙
施
用
鐙
5
 
Jj 
'z1
日
!
5
 
Jj 
31
日
!
6
月
15日
!
6
Jj
22日

復主のの主
2み元U略
のb〉発藁〈袋崎'元.:~量慢

残
り
し
も
の
生
育

C
.
O
N
I
+
C
 
1.18 

前
匁
被
害
な
し

1/2
紡
死
良
好

骨
2.2
 
旬

H
!l部ななし1/Iび2なZ/RF3たた黄び瞳畿色た丹句箸箸〉〉E

 
旬〈〈
療
が

の
集
11 

"
 

11 
3.3
 
132 
下しし

獲
が

"
 

'l/3
枯
死
1
/
 

FeS04 
1
5
%
 1
3:宮
C
C
31 
業
h
.
て
根
元
の
務
部
給
死
1/5
給
死
殆
ん
ど
彼
警
な
し

務
な
た

金
憶
の

H
 

19.8 
4.5 
業
113
賞
色
1/ 

1/ 
/1 

"
 

能
4
6
 
一4
、
襲
部
は
黄
色全
部
大
葉
は
ESBE
元憧戸1コ/q
.
薬
会
藤
紘
再
E
N
 
"
 

，
 
ピ

ヨ
L

N
a
a
O
S
 
4.2%. 
1
8c
c
 
41 
騎
む
な
び
た
旬
殆
ん
ど
枯
死
に
近
し
結

死
結

死

"
 

3
6
 
8
 
"
 

"
 

)
(
 

"
 

日
12 
全
部
1
な
ぴ
た
り
←
部
筒
彼
審
な
l
市

"
 

:E .. 駒
4
4.9%
13.2cc 

31 
a
、
業
I
t
~
泌
緩
急
1/3 
後
E堅
114 
結
死
殆
ん
ど
被
害
な
し

担
2
M
 
6
 話
量
抗
措
1/3
絡
も
死
結
他
鍾も
死
1/ 

"
 

1/ 
39.6
 
9
 

‘
大
葉
2/3
Z他
/
1
.
錆
e色E
 V
3
 
柏
死
精
後
書

FeE拘
.
15
%
鼠
.
2
c
c
3l 
極
め
て
少
I
<
主
主
審
1/8 
枯
Jt 
4/5 
枯
死

、、、
、
ナ
グ
サ

1/ 
19.8 

4
.5 
予
部
輪
後
事
M
怠
"
 

椅
死

〈
鉱
llt
後
〉

11 
お
.4

6
 
書事
被
審
殆
ん
E
結
死
"
 

厳
罰
~
U
"
'
~
縦
割
時
Q
.
~
量
緩
.
.1111 

1 
1 
1 
1 
1 



鰍I'h
!
川
崎
緩
衝
~
.
重
量
挺
i
I
.ll
¥1W 

111 
gr 

ポ
ッ
ト
蛍
停
醤

葵
E堅

観
察

雑
草
種
名
喜
善
剤
名
分
霊
IJI!問屋

5
 
13 
'
0
日
I

.~ 
13 
3
1
日
I
6
周
15
日
1
_
6
刃
包
日

Fef拘
e
1
5
%
 13.2cc 

3l 
1面/5白
彼
害
あ
り
て
表

色
結
局

1/3 
被
害
恢
復
被
害
な
L
被
害
な
し

ギ
シ
""" 
$
'
 
"
 

26.4 
6
 
"
 

1/4 
"
 
"
 

ff 

I
U
S
O
.
 
4
.
9
%
13.2
 
3l 
殆
ん
ど
枯
死
新
芽
を
生
ず
n
 
"
 

F
e
S
O
.
 
1
5
%
 13.2

，ω
 
31 1鮮黒曽

完
全
に
枯
死
柏

死

"
 

19.8
 
4.5 

、
表
面
殆
ん
E
緒
死
"
 

大
イ
ヌ
プ
グ
リ
h
 

お
.4

6
 
"
 
"
 
"
 

E
必
O
.
2L4536 12E
島
e
3l 
殆
ん
ど
褐
色
に
枯
死
"
 
"
 

n
 

4
.
9
%
1
&
2
 
3
 
"
 

完
全
に
始
死
"
 

F
e
S
0
4
 
1
5
%
 13.2cc
 
3l 
業
の
み
1
/2
被
害
3/4 
佑
死
4/5 
枯
死

ナ
~
 
す・
11 

19.8
 
4.5 
"
 
1/3 
"
 
h
 

佑
死

"
 

お
.4

6
 
や
B‘
 被
・
筈
集
3/4
被
害
な
し
N
 

H
!I80
4
 
1
0
%
 13.2cc 

3l 
113 
枯
死
3
 
本
宵
し
3
本
青
し

n
 

26.4 
6
 
1/3 
n
 

1
 
本
育
L
 
-枯

死
ス
ず
メ
ノ
テ
ツ
ボ
ウ
n
 

部
'.6

9
 
1/2 
"
 
枯

死
"
 

、

"
 

52.8
 
12 
2/3 
"
 
"
 
"
 

.
 .
 備
考
x
・・・・
1・C
a
O
N，+
Q
を
奥
へ
し
録
め
特
に
大
き
く
な
り
じ
も
の
。
司
5
周
2
5
問
機
砺



院
枯
死
す
‘
ギ
シ
ギ
シ
‘
は
↓
時
被
害
あ
る
も
直
に
快
復
す
、

ノ
ピ
ヱ
は
被
害
な
し

石
次
空
業
日
反
省
ニ

O
貫
以
上
に
於
て
は
、
ノ
ピ
ヱ
は
半
分
以
上
枯
死
す
る
も
、
建
り
し
も

の
は
快
復
し
生
育
旺
盛
と
怠
る
た
り
。

第

五

回

ポ

ト

試

験

ツ

硫
酸
第
一
蹴
と
石
友
誼
素
と
の
効
果
試
験
企
り
。
そ
の
襲
量
、
雑
草
の
種
類
及
び
被
害
の
欣

況
は
第
九
現
に
示
す
が
如
し
・

第
九
表
に
よ
れ
ば
襲
剤
と
雑
草
被
害
と
の
開
係
は
共
の
如
し
・

硫
酸
第
二
略
目
二

O
M、
坪
嘗
六
立
に
で
ヒ
メ
ク
グ
は
半
分
枯
死
、
タ
ヲ
ガ
ヤ
ツ
リ
は
殆
ん
ど

枯
死
、
タ
カ
サ
プ
ロ
ウ
は
一
時
著
し
く
被
害
あ
れ
ど
後
に
新
芽
を
費
生
、
三
立
に
て
ア
オ
ピ

で
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
は
殆
ん
ど
枯
死
、
ヒ
デ
リ
コ
は
無
害
た
り
・

石

次

窒

素

E
反
賞
二

O
貫
に
於
℃
ヒ
メ
ク
グ
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
ロ
殆
ん
ど
枯
死
、
タ
マ

ガ
ヤ
ツ
リ
は
一
時
殆
ん
ど
枯
死
す
る
も
叉
快
復
す
。
ア
オ
ピ
ュ
、

ヒ
デ
事
コ
は
被
害
な
し
・

以
上
五
回
の
試
験
の
結
果
を
綜
合
す
れ
ば
弐
の
如
し
。

て

襲

剤

κ劃
す
る
抵
抗
力
は
雑
草
の
種
類
に
よ
り
て
大
差
あ
る
の
み
な
ら
や
、
そ
の
生
育
時

期
に
よ
り
℃
も
大
差
b
り
。
而
し
て
供
試
雑
草
中
、
何
れ
の
襲
聞
に
劃
す
る
も
そ
の
抵
抗
力

の
弱
き
も
の
は
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
オ
ホ
イ
ヌ
フ
グ
リ
、
ヤ
ヘ
ム
グ
ラ
等
宏
り
。

顎
剤
に
よ
る
雑
草
の
騎
除
裁
量
哩

第
二
報

第五回ポット試験の雑草種類、薬剤撒布量及び襲客観察

薬 害 競 害警
機草種類 雪廃

剤伴醤|ポット
施周囲聖 醤分煙

8 ~ 5 5 日

FeS04 20%3l 1l.2cc 殆仏Jど彼警なし 1/3 始 死

'香 11 61 忽.4cc 1/2被嘗あ句 1/2 始 死
ヒメググ 業輔のみ僅に奮有Oa.ONI+O 33匁 O.43g 

" 
車需彼響〈大〉

" 66匁 O.86g 殆んど柏死 殆んど結死

第九表

ご
一
五



集
畑
に
よ
る
磯
首
阜
の
騎
除
訴
駿

第
二
朗
唱

一
一
一
六

分 置 重臣 害 翻 聖書
雑草穏類 費高 剤

座路間盤Iポット
飯島;9'費量

8 用 5 5 日

FeSO" 20，%3Z 本高島(ん大さ〉枯死残り I

" 6l 22.4山殆 Jレど佑Jt枯 死
7 ヲゼユ

OsO:S-s+O 33匁 生育良好

" 66匁 。必gl " " 
FeS" 20%31 11-2EC|殆んど給死 殆んど枯死一部輝

る

ヒメムカシ " 6l 2Z.4cc 結 死 結 死

ヨそギ OaCN，.+O 33匁 0.43g 少 し 被 宅E 少 L 被 害

" 66匁 o.86g 殆んど格死 殆んど枯死

FeSO" 20%3l 13.2cc 殆ん，ど被害なし 業のみ少し被害

11 6 1 26.400 襲殆んど格る警生 後新型建を授~ずタカザプロ 存
ウ CaONlI+O 33匁 o.55g 少 L 被 害 襲のみ1/3結る

" 66匁 1.1g 小さ書室のみ佑死 業のみ3/5給る
他元気 ・

FeS04 20%3Z 13.acc 殆んど被害な1 殆んど被害なし

" 6 I 払 4∞ |殆んど柏死 〈ω 殆んど枯死1稼成タマガヤツ 育よ l
リ OaCNII+C 33匁 0.田宮 枯死(殆んど~') 1 様~育よし

" 66匁 る19 " 
少し;〉臨i書く仮復に
よる

一 一一一

FeSO" 20%3l 2・2cc1

" 61 ぉ.4cci殆んど被害なし 被害 t.cL (大〉
ヒヂりヨ

CaCNs+C 33匁 1勾 !日彼害〈中〉 成熟遅し
ζ犬3
1/4枯死〈鑑賞〉" 66匁 O.55g 殆んど被害なし

ヒメタグ、タカザプロウ、タ守ガヤツ日、ヒダリ コ i主薬剤撒布量害時援に草~

穴にして開花期叉は開花期前につき、繋剤の効果少かりき。

備考

4大Xr1IX!I')1匝丈のうた市d、の取鰍ffl期・・・・・・7~20日



抵
抗
力
品
川
中
た
る
J

ち
の
は
F
J
m

ロ
ギ
タ
‘
，
y

ピ
ヱ
〈
幼
時
M
.

コ
セ
シ
ダ
シ
グ
今
、
ナ
d
7
4
r

、
ア
ヲ
ゼ
ユ

〈
石
友
向
車
業
に
は
強
し
て

ヒ
メ

ム
カ
シ
守
雪
平
等
な
hv
・

抵
抗
力
の
強
き
事
は
ギ
シ
竿
シ
、

ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ク
‘

，f
ピ
ヱ
、
メ
ヒ
シ
バ
、

ヒ
ヌ
ク
グ
、

タ
カ
サ
プ
ロ
ゥ
、

タ
マ
ガ
ヤ
ツ
リ
、
ヒ
デ

リ
ヨ
等
な
hv
。

二
、
難
剤
と
布
に
よ
り
駆
除
せ
ら
る
お
雑
草
と
の
闘
係
は
次
の
如

L
・

出
現
業
酸
曹
達
E
坪
賞
五
O
E門
溶
液
に
て
V

に
て
メ
ヒ
シ
パ
は
枯
死
、

叉
四
・
ニ

μ液
坪
営
問
立
〈

一
七
六

g
)
に
て
は
何
れ
の
雑
草
を
も
完
全

に
枯
死
せ
込
む
・
但
し
と
の
分
量
は
多
き
に
す
ぎ
て
、

ザ
般
に
此
溶
液
は
}
立
に

τも
十
分
去
る
が
如

L
I
只
ギ
シ
ギ
シ
の
み
は
新
芽
を

再
集
守
る
が
結
局
は
嚢
弱
死
す
・

硫
酸
第
二
砥
'
五
・
。
%
等
賞
三
立
に
よ
り
て
、
ミ
ミ
ナ
グ
サ
は
二
分
の
一
枯
死
、
他
め
雑
草
に
は
効
果
た
し
。

-
五
d
，一一
ア
1
h
ハ
立
に
て
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
オ
ホ
イ
ヌ
ア
ダ
明
、

ュ
ヅ
ナ
は
枯
死
す
。
ギ
シ
ギ
シ

-U
後
に
蚊
復
し
、
ノ
ピ
ヱ
に
は
無
害
友
り
。

二
O
M
Z一
立
は
て
巴
メ
ム
カ
L
V

ヨ
号
、
半
、
ア
オ
ピ
ユ
は
枯
死
、
ヒ
ヂ
リ
ヲ
コ
は
無
官
官
、
六
立
に
て
は
ヒ
メ
ク
グ
は
半
分
枯
死
、
タ
マ
ガ
ヤ
ツ

リ
は
殆
一
ん

ε枯
死
、
生
育
の
腔
盛
怠
る
タ
カ
サ
4
4

ロ
ウ
は
依
復
す
、
小
高
安
は
僻
唇
-
怠
り
。

疏

酸

u二
・
五
%
坪
賞
一
・
五
立
に
て
、
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
ノ
ボ
ロ
ギ
夕
、
オ
ホ
イ
ヌ
7

グ
リ
は
二
分
の

一
枯
死
、
コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
は

三
分
。
ニ
枯
死
、
ナ
ヅ
ナ
は
少
し
被
害
。

ニ
・
五
%
一
二
立
に
て
ヤ
ヘ
ム
グ
ラ
は
枯
死
、
ノ
ボ
ロ
ギ
夕
、
オ
ホ
イ
ヌ
フ
グ
リ
は
七
割
、
ナ
ヅ
チ
は
二
分
の
一
枯
死
、
メ
ヒ
シ
パ
は
少
し

• 

被
害
、
小
委
に
は
無
電

豪
州
に
主
る
緩
前
半
の
居
時
m
H晶
画
咽

第
二
鰯

一.
一
七



薬
剤
に
よ
る
縫
慈
の
願
除
誠
厳

第
て
副
開

一一一八

ニ
・
五
%
六
立
に
て
は
ナ
ヅ
ナ
は
枯
死
、
ギ
シ
ギ
シ
は
後
に
新
芽
を
聾
生
し
て
快
復
。

問
・
九
%
三
立
に
て
オ
ホ
イ
ヌ
ア
〆

.aは
枯
死
、
ギ
シ
ギ
シ
は
始
め
殆
ん
ど
枯
死
す
れ

E
新
芽
念
出
す
。
ノ
。ピ
ヱ
は
殆
ん
ど
被
害
無
し
。

一
o
u
m六
立
に
て
ズ
ズ
メ
ノ
テ
ヅ
ポ
ウ
は
枯
死
。

， 

石
友
窺
来
'
反
省
一

G
貨
に
於
て
ミ
ミ
ナ
グ
サ
は
殆
ん
ど
枯
死
、

オ
ホ
イ
ヌ
フ
グ
リ
は
少

L
く
被
害
、
小
委
は
柑
被
害
.

二
O
貰
に
於
て
ノ
ピ
ヱ
〔
幼
時
て
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、
ノ
ポ
ロ
ギ
ク
、
ヒ
メ
タ
グ
・
ヤ
ヘ
ム
グ
ラ
は
殆
ん
ど
枯
死
、
ナ
ヅ
ナ
は
鞘
被
害
、

ギ
ιv
ギ
シ
は
少
じ
く
被
害
.
タ
マ
ガ
ヤ
ツ
習
は
快
復
、
ア
沈
ピ
ュ
、

ヒ
デ
リ
コ
に
は
無
害
。

一-一

O
買
に
於
て
は
ヤ
へ
ム
グ
ヲ
は
完
全
に
枯
死
、

メ
ヒ
シ
パ
は
三
分
の
こ
の
被
害
、
生
育
し
た
る
ノ
ピ
ヱ
は
少
し
枯
死
。

四
の
貫
に
崎
将
℃
は
ノ
ピ
ヱ
、
ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
は
三
分
の
一
拍
死
、
生
存
し
た
も
の
は
後
に
生
宙
開
旺
盛
と
た
る
な
り
。

コ
寸
前
I
C
反
封
に
雑
草
と
、
之
を
駆
除
す
べ
き
襲
剤
と
の
閥
係
は
弐
の
如
し
・
(
用
量
は
坪
賞
}

ミ
ミ
ナ
グ
子
日
曜
講
般
市
間
違
四
・
二
必
坪
常
同
立
、
《
之
よ
り
少
く
と
も
可
危
bv
。
)
硫
酸
第
一
銃
一
五
%
一
一

-
1六
立
、
石
茨
窒
素
厚
官
一

O
貫

以
上
、
硫
酸
ニ
・
五
%
坪
賞

7
五
立

ノ
ポ
ロ
ギ
タ
目
盛
素
酸
曹
達
四
・
二
%
凡
立
以
下
、
石
茨
窒
素
反
賞
ニ

O
貫
‘
硫
酸
二
・
間
五
%
一
ニ
立

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
H
堕
素
酸
曹
遣
問
・
二
%
四
立
以
下
、
硫
酸
第
一
蹴
ニ

O
U
Z一
立
、
石
友
窒
素
反
省
二

O
貫

オ
ホ
イ
ヌ
フ
グ
リ
H
襲
来
酸
官
官
遠
四
・
二
%
凶
立
以
下
、
硫
酸
第
一
蹴
一
五

dz~t1A立
、
硫
酸
川
・
九
%
一
ニ
・
玄

ギ
シ
ギ
シ
目
堕
素
酸
曹
達
凹
・
二
%
八
立

ノ

ピ

ヱ
H

盤
素
酸
曹
達
四
・
二
%
凶
立
以
下
‘
石
茨
輩
謀
反
営
ニ
O
貫
〈
幼
時
〉
、
生
育
し
た
も
の
は
四

O
貫
に
て
も
&
存
ず
る
も
の
あ
り
。



J
F

ヒ
シ
パ

u塩
素
酸
曹
建
五

0
8

ヨ
セ
シ
ダ
ン
グ
サ
'
撞
素
酸
宙
間
違
凶
・
二
%
四
立
以
下
、
硫
酸
ニ
・
五
係
、
坪
了
五
立
以
上

ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ

E
盟
素
酸
曹
遣
問
・
二
%
四
立
以
上
、
硫
酸
一

o
u
m六
立

ヤ
へ
ム
グ
ラ
目
硫
酸
二
・
五

U
Z一
立
、
石
友
窒
素
反
営
ニ

O
貫

ナ
ヅ
ナ
目
盛
素
酸
官
官
遠
四
・
二
%
四
立
以
下
、
硫
酸
第
一
館
一
五
%
三

l
六
立
、
硫
般
二
・
四
五
d
w
六
立

ヒ
メ
ク
グ
H
石
茨
筆
業
反
富
二

O
貰

ア
テ
ピ
品
目
『
硫
酸
第
一
蟻
二
O
M三
立

タ
マ
ガ
ヤ
ツ
明
日
硫
酸
第
一
蹴
二
O
d空
ハ
立

後
の
試
験
に
よ
れ
ば
、
前
記
の
盟
素
酸
曹
達
は
分
量
が
多
き
に
過
ぐ
る
が
放
に
、
賓
際
は
右
ょ
の
も
量
を
減
少
し
て
可
な
り
。

薬
剤
に
よ
る
雑
草
の
贋
除
諒
駿

第
二
鰻

一
一
一
九

園
、
ポ
ッ
ト
に
於
砂
芯
藁
剤
撒
布
後
の
水
稲
成
育

一
、
播

種

試

験

石
夜
空
索
、
硫
酸
第
一
繊
、
硫
酸
及
び
盛
素
酸
曹
遣
を
ポ
ッ
ト
に
撒
布
し
た
る
後
に
、
二
一
!
日
一
四
日
を
魁
て
、
親
種
子
(
旭
v

を
二

O

粒
宛
蒔
き
て
、
蜜
芽
及
び
生
育
を
翻
察
し
た
り
。
各
二
鉢
宛
試
験
せ
り
。
そ
の
結
果
は
第
一

O
表
の
如
し
・

第
一

O
表
広
よ
れ
ば
、
硫
酸
及
び
硫
殴
第
一
践
は
供
試
(
表
中
)
の
分
量
に
於
て
は
、
何
れ
の
鉢
も
無
慮
理
と
大
同
小
異
に

L
て
、
稲
苗

の
生
育
に
何
等
の
容
な
し
。
曜
素
酸
曹
遣
を
撒
布
し
た
る
鉢
に
於
て
は
、
粗
種
子
の
費
芽
歩
合
は
六
五

l
九
二
・五
%
な
る
が
、
幼
植
物
は



薬
剤
に
よ
る
撮
掌
の
臨
除
誠
厳

後
に
殆
ん
uc枯
死
し
・
唯
ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ

ウ
の
跡
に
於
て
少
し
く
生
省
nbz.続
け
た
る
も

の
あ
る
に
過
ぎ
や
。
よ
っ
て
盛
素
酸
曹
速
は

撒
布
後
二
一

1
二
回
目
以
内
に
観
種
子
を
蒔

く
と
と
は
、
犬
書
あ
り
と
云
ふ
べ
し
。

第

九
圃
〉前記

の
如
く
生
育
し
た
る
雑
草
の
種
類
に

£
り
て
、
等
量
の
幽
鬼
葉
酸
帯
四
建
を
輿
ふ
る

も
、
そ
の
跡
に
播
種
ぜ
し
籾
組
子
の
積
芽
生

宙
開
が
異
る
が
知
事
巴
も
‘

之
未
だ
確
か
危
ら

-;r. 二
・
挿

挟

験

試

薬
剤
撒
布
後
に
三
七
日
向
2
ピ
ヱ
、

ノ
ボ

冒
ギ
夕
、

ス
ポ
メ
ノ
テ
ヲ
ボ
ウ
の
跡
)
及
び

六
二

N
〈
小
委
の
跡
〉
に
旭
の
市
b
E

鉢
』乙

五
本
自
死
移
措
似
し
て
水
稲
の
生
育
を
翻
察
し
た 第

二
回
開

ご
二
心

礎剤撒荷Jポットに*稲矯極成績

~~及ボツ 生育観察

雑草碕 薬剤名 湿度 雲言ト嘗の分霞
月3日I&月白日|

cc 

4.2% 
4立 17.6

也zs9《，E1〈319〉給(19)生(1)! 
" " d、 (17) d、(3)給(4)

ミ、ナグ 8 35.2 

彼轡

サ 00.0 
枯 (18) 枯

" " 給 (18) d、(1)結(6)

(第九i1d) F品o.
3 制…5 回.0
11 H 申・・・(18) 由Cl_5)!k:結rn-~ -. j' - 1 

ノボロギ NI1OlU3 
8 お.267.5 結 (15)嬰fm

グ
4.2 〉

" か結 (12) 優等1)格(1) 欄
生(1) IJ 

1.5 6.6 大 (20) 大メ14)申(41
2.45 97.5d《23

大グイリ ヌフ H・80.
If 申 (19)I d大、lι1b〉〉申(3)

3 13.2 申 (18) が一大(14)中
11 

部 o1 'T" '~~.J 1 (むd、く2)
11 8 申〈国〉す申〈渇〉市

(B) J 

第一O表



• 

ポットの 郎ト憶&'1のE分~担ツ貴 歩重量芽合
生 育 観 者雇

雑草種名
薬 剤 名 温度

6恩3日I6周15日

4 d、(151 訟iii堅JS;
4.2 

!.I' (15)申(8)1、(4) 
" 、柏(2)NaClOs 被奮

8 35.2 柏(13) 格
ギシギシ " 65.0 

" " .結 (13) 枯

〈第九回〉

so・i2.45 f. 1.5 I ~6 1 州六判的換わな~I

4.2 I I I 85.0 
" I " 格(16) 枯

NaClos |被

" l!ヱ
8 邸.0 ・

" I " 柏 (17) 枯 |

O..，.CNI+O 11明書||偲01犬〈叶特大 なし

ィァl宣 17.6 d、(17) d、(3)始。4)
87.5 

" d、(18)申(6)d..(9)スマ./.ノ NaOl03 
テツボウ

8 格 (18) d、(4)肱:(9)

" 92.5 

" N 始 (19) 格

4 17.6 柏 (16) d、(1)緒(1)
4.2 8o.O 柏(1)!.I、(1う儀
" " 結く18) 少(7) 

NaCI03 後書

8 35.2 絡 (16) 給
ナグナ

" 71.5 (第九嗣〉 " " 給 (15) 給 ~ 1 ) 

HISO. 
2.451 3 1日.21血01申叶
" I 1.51判別|大州大 仰 | 

直
烹
幽
聞
に
よ
る
歯
槽
歯
車
の
騎
除
刊
晶
画
壇

-
明
ご
岨
開

ー
一一. 
一



冨
需
剤
に
よ
る
緩
怠
の
酒
除
試
敏

ポットの
薬剤名 fili2首及~ツ |袈芽 生

、

雑草種名
iI度

育 阪 ~ 

ト2置の分量 歩合
6刃3日 I6刃15s 1 

. Jt (18) 中一大(15)中(3) 

無 II理

。(19) 申一大(17)申( 2) 

94.5 " (19) 
申一大く16)申
(3) 

" (却〉 申く3一〉大く17)申

" (19) 〈申2一〉大(17)申

5刃21日旭籾穂子1鉢:?XlffL宛港湾、薬剤般市後21-24日経過せり。]..) 考備
第
二
回
取

給・・・給死、犬、申、 d、...1車丈の大.中、 d、を示す。2.) 

一一一一一一

り
。
そ
の
挿
秩
時
は
昭
和
一
五
年
七
月
二
日
反
り
。

設
に
小
菱
の
跡
と
せ
し
は
、
小
委
の
生
育
中
に
礎
剤
を
撒
布
し
て
試
験
を
た
し

た
る
鉢
に
し
て
、
小
萎
の
牧
穫
後
に
挿
秩
し
た
る
も
の
-
な
り
。

一
O
日
毎
に
草
丈

及
び
分
襲
教
を
調
査
せ
り
。

ノ
ピ
ヱ
、

ノ
ポ
ロ
ギ
夕
、

ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ボ
ウ
の
直
に
は
七
月
二
日
に
挿
秩

し
、
七
月
一
二
目
、
二
九
日
、
八
月
一
二
目
、
二
一
一
一
日
及
び
九
月
五
日
に
草
丈
及

び
分
襲
数
を
調
査
し
た
り
。

以
上
の
結
果
は
第
一
一
表
に
示
す
が
如
し
・

〉申の敵字は菌の.。

石
友
輩
素
を
奥
へ
し
直
《
ポ
ッ
ト
w

に
於
て
は
、
他
の
何
れ
の
直
よ
り
も
生
育

良
好
た
り
。
而
し
て
ポ
ッ
ト
賞
了
一

g
(
反
省
二
O
貫
}
は

0
・
五
五
g
(
反
嘗

一
O
貰
〉
よ
り
も
生
育
は
良
好
な
り
き
。
(
第
一

O
闘〉

硫
酸
第
一
磁
を
輿
へ
し
直
は
標
準
よ
り
も
隼
ろ
生
育
精
良
好
な
り
。

〈

硫
酸
直
は
標
準
よ
り
も
生
育
精
良
好
。

3.) 

盛
素
酸
曹
達
凶
・
二
%
坪
嘗
八
立
区
(
ポ
ッ
ト
富
一
・
五
六

sv
に
於
て
は
枯

， 

死
、
四
立
直
〈
ポ
ッ
ト

0
・七
八
g
》
は
牛
分
枯
死
せ
骨
。
よ
っ
て
八
用
、七
日
に
再

び
植
ゑ
た
る
に
、
八
立
匝
は
再
び
枯
死
、
八
月
一
二
日
に
挿
耕
せ
し
も
の
は
活
着
し

• 



薬剤撒布ポット1'C7.K稲挿棋試験

月吋官 8沼山 |8n曲目 lgB5日
察剤及a限度 ポット

:Ii分量 取|分譲|献 耽!分礎散防護散防護cm 1--~I cm 1--""""1 cm --~I cm 1--~I cm 

自主0.78gl1 4若F死1 BnT目指
小型Eのポ .0 秩活者 62.5 3.5 
タト

W 176g1 2 13稼1.7佑 死1.01 ~弘8 1 1.0 I 42.7 I 1.2 5C.0 1.0 日.211.0 
卒均 31.0 1.0 日.3 2.3 59.9 I 1.3 

NaOlOa 8刃12日帰

鉢1.56g 1 枯死 B昆7日掃 秩6活2.8者 3.0 匂.1 1.0 秩枯死 8刃12日係

跨 352g 2 枯死 8用7目指 秩問活.0者 1.0 44.5 1.0 秩枯死

平均 57.9 2.0 53.8 1.0 

鉢6.6ce 1 34.5 1.0 37.4 1.0 総.o1.4 47.0 1.0 51.2 1.2 

1iji1.5立 2 32.5 1.0 39.8 1.0 40.6 1.0 43.4 1.0 48.1 

H!lSO. 平均 お.5 1.0 38.6 1.Q 42.1 1.2 45.2 1.0 49.7 1.1 

2.45% 
1.0 57.7 1.4 

VT3玄 21 31.1 I 1.0 I 38.2. i 1.0 I 40.5 1 1.0 I 44.7 1.0 48.2 1.0 

平均 30.8I 1.0 1 36.5 I 1.0 1 44.1 1 1.3 特.7 1.0 国.0 1.2 

鉢6.6cc 1 31.6 1.0 37.4 1.0 41.0 1.0 45.9 1.0 50.4 1.0 

~1.5立 2 お.1 1.0 43.4 1.8 51.1 1.8 52.9 1.0 51.0 1.0 

FeS04 卒均 お.4 1.0 40.4 1.4 46.1 1.4 49.4 1.0 50.7 1.0 

・ 5%鉢13.200 1 35.3 1 1.0 37.5 

lijl3立 2 35.8 1 1.0 45.8 12499l12 邸 1.01 59.3 1 1.0 

zp均 35.6 1 1.0 41.7 1.11 47.2 1 1.11 49.2 1 1.01 54.9 1 1.0 

鉢o.b5gI 1 3&7 1.0 53.4 5.0 64.1 8.2 65.4 8.4 
反:Ii・10貫 2 34.7 ].0 44.4 1.2 51.5 1.4 52.9 1.4 59.ヰ 1.2 

卒均 35.7 1.0 48.9 3.1 57.8 i 4.8 59.2 4.9 
OaON，+C 

1.01 52.0 2.6 58.4 1 2.61 63.3 1 2.61 73.g 1 2.6 
皮償却貫 2 お.8 1.01 51.4 2.8 52.8 1 2.8 句.4I 3.0 1 75.7 1 2.4 

卒均 39.2 1.0151.7 2.7 日.6I 2.71 64.9 1 2.81 74.8 1 2.5 

第一一表

軍
需
剤
に
よ
る
雑
草
の
踊
除
試
駿

第
一
一
報

一一一一一] } 



秦
"
に
止
る
櫨
曙
歯
車
の
圃
胴
除
誠
蹟

第
一一
回開

一
一
.
四

時剤及樋礎
UJi富言及

民五 7吋 8周辺日 8胸日 9周5日
句"'~~・
2苫分慣 枇 |分会:車交 |分業1戦分藤 草丈分護

j 1 31.71 1.0 38.7 1.2 47.2 1.0 日.0 1.0 

無盛理 2 32.2 1 l.O 36.2 1.0 40.1 t 1.0 43.4 1.0 49.1 1.0 

平均 32.0 1 1.0 37.5 1.1 42.7! 1.0 45.3 1.0 51.6 1心

，1.ピ干与の
鉢4.21F86eG 
4立 枯死 一 一

8周7日帰 59.5 1.0 60.3 1.0 
ぷツト

秩活着
8周12日婦

N.a(llOs 36cc 8立 結託 一 一 一
8月7日帰 穂署.ぎω 39.5 1.0 秩枯死

8_ij12日帰

54cc 12立 結死 一 一
8月7日帰
絞殺 。49.0 1.0 秩柏死

み142L5h%c 3立28.3' 1.0 
制 lM4Q.3 I 1.0 I 45.2 I 1.0 I 51.1 1.0 

H.lSO. 4.日99.42∞ 祉制 1 1•0 33.61 1.0 39.9 1 1.0 1 42.5 1 1.0 1 49.2 1.0 

26.4cc 6立 29.011.0 3L4i 1・0 38.711.01羽 7州制 1.0 
1153% .2ce 3立 1.0 39.2 1.0 41.6 1.0 偲.3 1.0 

FeSO. 19.8cc 4立 3).6 I 1.0 I 30.6 1.0 ぬ3 1.0 42.9 1.0 48.7 1.0 

26.4∞ 6立 27.7 I 1.0 1 36.0 1.2 38.6 1.0 41.3 1.0 48.7 1.0 

日.2 2.0 59.7 1.8 

CaONs+C 
- 35-l 

59.g 3.8 64.5 3.4 77.0 I 2.8 

ね gF貫 37.111. 日・ 62.9 6.0 部.4 6.0 回.9I 4.6 

ノポロギタ

のm44sツo.ト 41.0 1.0 45.4 1.0 1.0 

。 h t 31.7 I 1.0 42.6 1.0 42.5 1.0 47.7 I 1.0 I 53.4 1.0 

他州特2 1 1•0 1 日 6 ¥ 1.0155.31竺
スずメ ノァ
ツボウのポ

. 
ヅEト1804 10u% .24C 3立 27.7 1.0 36.2 2 44.0 1.0 47.3 1.0 50.0 1.0 

OaONs+O 鉢 1.1g反aJ貫蛍 34.3 1.2 47.8 2.4 56.6 2.6 58.9 2.6 伺.1 1.8 

無慮理 27.6 1.0 27.6 1.0 31.6 1.0 34.6 1.0 38.9 1.0 

5本の平均散なり。7足2日旭種苗を1鉢5本帰後す備考



た
り
。
凶
宣
医
は
八
月
七
日
の
再
植
の
時
に
活
着
せ
，り。

-
訂
挿
棋
試
験
の
結
果
、
石
友
窒
素
は
肥
料
的
効
果
の
矯
め
生
育
は
良
野
な
り
。
硫
酸
第
一
一
陣
(
経
緯
)
及
び
硫
酸
は
前
述
の
用
量
に

τは

標
準
に
比
し
て
何
等
の
容
を
な
す
と
&
な
き
の
み
な
ら
や
、
寧
ろ
梢
良
好
の
如
く
見
ゆ
。
と
れ
標
準
(
無
底
理
直
)
は
雑
草
の
生
育
し
た
b

し
跡
に
レ
て
、
土
壌
養
分
が
不
足
せ
し
と
思
は
れ
し
が
‘
硫
酸
等
を
撒
布
す
れ
ば
、
雑
草
は
枯
死
し
た
る
も
の
多
き
が
放
に
、
従
。
て
土
巾

位
養
分
比
多
く
建
存
し
て
錨
め
に
よ
く
成
育
せ
し
と
考
へ
ら
る
h
な
り
。

只
出
抵
当
酸
菌
遣
は
施
用
後
長
〈
輯
を
害
す
る
b
L
認
め
た
り
。

議
鋼
に
よ
る
種
事
の
‘
峰
崎
誠
・

-
二
組

二
二
五

玉
、
植
物
園
の
撞
草
藁
剤
瞳
除
試
脆

研
究
尉
敷
地
及
び
ポ
向
ソ
ト
に
つ
き
で
雑
草
駆
除
試
験
に
着
手
し
た
る
後
向
植
物
閣
の
雑
草
に
つ
き
で
試
験
し
た
り
。
植
物
園
町
雑
草
堂
躯

除
し
哨
ん
か
も
樹
木
に
容
な
き
ゃ
否
ゃ
を
知
り
、
U
A

雑
草
枯
死
後
幾
日
よ
り
畑
作
物
を
栽
培
し
縛
る
か
を
も
併
せ
知
ら
ん
左
欲
し
で
‘
昭
和

一
五
年
五
、
六
‘
七
月
に
此
試
臥
臓
を
行
ひ
た
り
。
越
に
用
ひ
し
礎
聞
は
堕
素
酸
曹
達
、
石
友
禦
索
、
硫
酸
、
硫
酸
加
虫
、
普
膿
汁
‘
随
想
化
マ

-F
ネ
シ
ユ

l
ム
‘
人
絹
ヱ
場
獲
物
に
し
て
、
是
等
を
種
々
の
分
量
に
な
し
て
施
し
、
且
つ
一
一
一
回
に
賓
験
を
練
、
返
し
た
砂
。

第

回

試

験

て

試

験

の

方

法

五
月
七
日
.
溶
液
は
如
露
に
て
、
叉
掛
末
期
は
手
に
て
撮
布
し
た
り
.
首
時
雑
草
は
既
に
大
き
く
な
仇
v
・
且
っ
そ
の
種
類
は
第
一
二
表
の

如
く
に
」
陀
、
大
部
分
は
ス
ポ
・
す
た
り
き
・



〈第一回)植物圏内襲剤撒布第ーニ表

薬
剤
に
よ
る
緑
草
の
騒
除
試
駿

第
二
種

昭和一五年五周七日

1
-
生

日
一

f

m
一

愛

用

一

ぴ

6

一

湾

設

1
一
ーす

し

死

疑

死

幻

一

出

多

本

同

一

を

稿

3

り

-

芽

芽

、

E

一

新

新

給

2
る

佑

1
一

死

る

死

し

死

容

一

問

一

残

少

一

周

一

部

書

一
5
一

緒

一

結

被

柏

婆
コ
町
「
制
1
1
1
1
M
1
1川
|
|

一
9

一

ど

死

'

あ

あ

一
月
一
ん
給

E

著

書

一
5
一

殆

色

被

檎

期

一

日

幅

削

一

げ

M

w

b

n

P

h

n

o

n

撤

一

町

・

醐

一

似

M

M

M

W

ナ

ラ

船

'
a
r
-
R
M

・--'i‘
5

l
d

F

r

t

F
一

ナ

リ

サ

テ

ポ

3

ヂ

鴻

一

コ

r
J
ノ

グ

ム

h
m

h
い

一

ギ

ホ

完

メ

ネ

、

J

山

一

ハ

、

ず

ツ

，

3

削

地

↑

ス

エ

主

ス

ウ

キ

小

ヤ

イ

一

%

引

及

量

一

晴

名
用
一

a

剤

醤

一

句

秦

郎

一

副-

H

 

察

" 

生す

観

h 

jjp怠

" h 

生

生

す

倒

〉

死

出

K
の

を

リ

も

芽

ぬ

た

防
防
同
陥

死

な

死
害被部

筒

一

L

死

色蓑2
死

柏

U
佑

M
m
p
 

" " N 

育スギナ40%

育三ハホコlJ40%

結" ヤヘムグラ10%

" N 死グ l枯タチイヌフグリ

" " " 
ヒメムカシヨモ
本HI80・4.9%

" H イヌタデ(幼〉1.51 jjp蛍

育

育

" 

向
し多

脅

生

生

生

生

活

る残部し少害被し工ぜ，害被

首11 1I 主、ナグサ

スマメノテ
ヅボウ 3% 

7 レチノギク

ヱピJ 

二
二
大

育芽|生到新H I学分給死|給~ギナ25%

H 

1/ 一量

11 " ニハホコリ40%

343ノテ10%
ミ、ナグサ15% 死

" 
" 

死l枯

曹

" 

"傘分枯死|給

" 
" 
" 
" 

"/メグサ5%

ヒメムカシヨモ

ギ

H!S042.45~ 

31 jjp醤



e 

賀署期名及
察 害 事躍 察

fiIS嘗用量置
慮理前の雑草種類撒ffl期

5刃9日15JH4日 I5居忽日 I6周18日

イヌ Bヂ〈幼〉 同7日学分枯死結 死 佑 死生 育

キツネJポタ y
骨 11 h ' 〈幼〉 ; 

イヌガラシ 11 師 ' 新 芽生 育

γ ゼムシロ 11 11 11 枯 死|

半分絡死枯死 育 2

品ハホ::t920% I H 骨 務被害新芽多 L 11 

ミ、ナグサ20% 1/ 町 給 死佑 死

タチイヌ75% 骨 骨 骨 h 
グH

HtS042.45% キツネJボ5% h " 11 " タ:1'(幼〉

停嘗 1.51 イヌタデ〈幼〉 H " 骨

" 
ヒメムカシヨモ

" 骨が〈幼〉

':1 メ タサ " 11 
一部被害一部生育
み

アゼムシロ 11 " " " 
スマメノテツポ

11 後警なし被害なし被害なウ

スギナ86% H 
殆んど葉

殆んど結死完全に枯死完全に枯死
は枯死

主ハホコロ 8% 11 被害なし H " 〈幼植生物1"1
スずメ/テ‘。~%矛匂， 時~~夜査 す

骨 11 H " るも生後ツポウ
聞も無く給

ヨモギ1% " " " 死〉
NaCl08 タチイヌ71" " 11 " グ唖

liP醤 75g イヌガラシ0.5% " 
殆んど結

11 " 死

イヌタデ〈幼〉 11 11 H 

ナ ちf 7・ " 
殆んど結 H " 死

ミ 、ナグザ " 枯 死 " 
，、 コ ペ 11 

備考 7周ro日ttまでは姥草の幼値駒a連坐するも間もなく枯死Lたるが7足下旬
よりは絡怠幼継物が再愛育を始める

襲
割
問
に
よ
る
緩
箪
の
園
開
除
鼠
駿

第一

一線

二
二
七



薬
剤
に
よ
る
鎗
草
の
駆
除
試
蟻

:にと|官ケナ71-
薬剤名及
坪告蓄用車聖

" 8 持ナザナ5%

h " " " 開
スずメノテツポ
ウ

1・NaOlOs

" " " 胃fI タチイヌヲグリ印宮停lt

第
一
一
徳

" 

" 
備考

曹

" 
7用中旬よ句雑草Mび授坐を始めたり

" 1':被害あ|殆んど絡死|完全に給死|完全に枯死

曹持

" 

軒

" 

11 

" 

11 

H 

" 

. ，、
ヤへムグラ

プレチPギタ
〈幼〉

コ

スギナ40%

" 同

" " 1被害なし

h I枯死

エハホコリ00%

" 
" 

" 
骨

h 

" " I被害なし

d

n

d
月

d
p

m

5

5

 

サ

テ

ヲ

グ

ノ

ヌ

ナ

メ

ウ

イ

、
.
、
ポ
チ
uv

-ス
Y
F
グ

0・:NaClus

師

" 
脂持11 25日郎賞

" " " h 11 オホパコ

h 

一首3幼継物
再授生を始
める

'1 I傘分黒色1枯 死|給 死|再び綬生
格死 1'1:1 7"1"" 7"1 
闘なしi護22そも|子部枯死せ

h I被害少し|格 死|給 死

|被害少し|早死時ら

死|格死

" " 
曽蝉

" 
キアネノホ".ン
〈幼〉

" " n " .ofヌガラシ

スギナ85%

h ニハホコり10%

ご
ご
d
八" 

暫

ミ、ナグサ3%

34;ノテ1μ
イヌガラシ 1%

CaCNsHl 

給" liji醤 371.1g

反省 30筒 " 
h 

" 
" 

h 

n 

軒

" 

ー

h I嘗な L

h 

' 

ノボロギク

タチイヌヲグリ

キツネJポ 9〆
〈勿〉

ナ ナ、グ



~..ø;.，.吋街娼繁期名及
薬 害 調理.祭

VJial'用量 5局9日I5用封日 15周辺日 f6舞踊図

スギナ開予4同7目黒白乙少繍t少黒し色;憶EにEて 結 死長Zナ湾ぴし被塵

~..、市コリ30% " 被害なし 4・ " 生 事普

OaO.Na+O スマ晶Jテ5% 11 ， 11 後者なし " ツポウ

郎;j"257.4g +キハハゼ(~) 町

" " 枯 死
， 

反醤却賓 害、ナグサ " " 柏死に近し
タチイヌフグリ

" " 
慨するも

〈幼〉 せず

宅Fゼ A シロ 生 脅

~ .，..ナao% " 少し彼害鯖 死結 死生 育

ー手，、おコ唖:30% " 被害なし一部彼警
鐙み色せるの生育旺11

OaO~J+O 2もず鼻 Fテ勘% 11 " 11 被害なし " '11ボウ 』

坪a123.7g 量、十グザ3% " h 結 死給 死

一部被害の観ずるも反醤 10貫 タチイヌフグリ " " に歪ら
み

ずキツネノポタゐ〆
く幼う " 曹 両 " 
ヒメムカショモ

" " " " 生育旺盛|ギ〈幼〉

養
剤
に
よ
る
雄
歯
舶
の
踊
除
訴
願

第
二
雛

• 

二
.
試
験
伺
紺
県

第
一
二
表
に
示
す
が
御
菅
載
量
を
施
と
し
た
る

に
、
そ
の
結
果
は
表
に
℃
明
か
な
る
事
次
の
如
し
。

〈
イ
)

硫
酸
目
凶
・
九
%
を
坪
営
三
立
施
せ
し
時

は
ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ゥ
、

=
ハ
ホ
コ
リ
を
除
く
の
外

は
金
部
枯
死
し
た
り
。
唯
ス
ギ
ナ
は
後
に
再
費
生
せ

り

で
五
立
を
施
と
せ
し
場
合
も
前
に
同
じ
・
又

一一・問

E
M一
一
一
立
直
も
前
者
に
殆
ん
ど
同
じ
‘
ニ
・
四

五
%
で
五
立
の
場
合
は
、
前
記
よ
り
そ
の
効
果
劣

a
b。

五
8 

水腫
一議
立酸
i乞曹
溶撞
解 11

し坪
で蛍
v 七
を五
>>11 g 
k 、
に五
施。
し g
?と一 、
る.ニ

ハロ
V

に
、
何
れ
も
完
全
に
枯
死
し
た
り
。
七
月
中
旬
迄
は

時
k

幼
粧
駒
は
費
生
す
る
も
、
直
ち
に
枯
死
し
、
そ

れ
以
後
に
費
生
し
た
る
雑
草
は
生
育
せ
，
。

ハ
h
h
M

石
寓
盟
議
目
拝
賞
一
一
戸
七
0
8ハ
医
皆

=
5き

二
一
一九



薬
剤
に
よ
る
殺
意
の
腐
除
試
駿

第
一
一
報

を
亙
月
七
日
に
施
し
た
る
に
、
五
月
二
二
日
迄
は
ス
ズ
メ
ノ
テ

ツ
ボ
ウ
の
み
は
生
存
す
る
も
、

他
の
草
・
は
枯
死
し
た
り
。
然
る

に
ス
ギ
ナ
は
其
後
に
再
費
生
し
た
り
。
二
五
七
g
《
反
営
二

O

貫
V

を
施
ζ

せ
し
時
に
、
被
害
の
程
度
は
前
者
よ
り
少
し
〈
劣

'hu
・'e
b
E司

bz

一
二
三

g
〈
反
省
一

O
貫
〉
注
施
と
せ
し
時
は
‘
ミ
ミ

ナ
グ
サ
の
み
枯
死
し
、
他
は
生
存
し
、

し
か
も
ス
ギ
ヂ
は
一
時

枯
れ
た
る
後
に
再
強
生
し
た
り
。

一
ハ
ホ
コ
リ
は
ス
ズ
メ
ノ
テ

ツ
ポ
ウ
に
戎
で
抵
抗
力
強
し
・

以
上
に
よ
り
て
石
友
窒
素
D
除
草
効
果
を
見
る
に
、
坪
賞
三

七
0
8
《
反
嘗
三

O
貫
)
を
撒
布
す
れ
ば
、
之
に
よ
り
て
一
時

殆
ん
ど
雑
草
を
撲
誠
す
る
と
と
を
得
れ
ど
も
、
遺
憾
な
る
は
後

に
快
復
す
る
も
の
あ
り
て
、
そ
の
後
は
肥
料
的
効
果
J

を
表
は
し

τ却
っ
て
費
生
盛
ん
と
友
る
た
り
。

第

二

回

試

験

て

試

験

の

方

法

昭
和
一
五
年
五
月
一
五
日
雑
草
に
第
一
三
去
に
示
す
が
獅
き

(第二回〉植物圏内襲剤撒布

昭和一五年五周L五日

第』三表

一一一一一
O

跨葱剤名及
型高 望号 観 察

怠用量
盛理前の雑草醤類 撒布矧

51116日 I51122日 I6局18日
ス ギ ナ95~ 5周15日 被害号な L 1/3枯死 や主彼署普

スずメノテツ2%
" h 被害なし 生育申ポウ

ニハホコリ 2% n " 稽被警 H 

lタチイヌ 7グリ " h 

苦 11 汁 、、司 、ナグサ " " 佑 死 ?
国予nzハマメグ1~ h " 被害なし 生育旺盛

，、 11レ タ デ " " " " 
ヨ -f:" ギ 骨 " " 11 

イ ヌ タ デ 骨

" " " 
カモジタサ " " ， " 曹

; 



第網目l縄 婆 審 観 事誕

~2蓄用量 島理問の草麓頒 搬布期
5刃16日 I5周22日 6足18日

ス ギ ナ釦% frJH5日 被害むし 稿被害 被警な1.

=ハホコリ 5% " " 被害なじ 韓

スマメノテツ 2% h " " " ポウ

ヨ ;1. ナ " " " " 
、、. 、ナグサ・ " " " " 

苦型盟汁 タチイヌフグリ " " " " 
25% 1 l ，、

‘" ス ゲ " " 11 " 
ヨ モ ギ " " " " 
γ ゼムシロ " " " " 
ツ .:z. ~ 噌・ " " " " 
，、 コ ，、.‘ 

" " " " 
イヌガラシ " " " " 
ス ギ ナ85% " 被害なし 被害な L 被警なし
スマメノカタ5% 11 " " " ピラ

ヨ 01. す・ H 

" " " 
マミレキ/ ~!J' " " " " 
7 ゼムシロ " " " " 苦聾汁
カモジグサ " " " " 10%1 l 
キツネノボタ y

(幼〉 " " " " 
ハルタデ(幼〉 " " " " 
，、 -司 ス ゲ " " " " 
イヌガラシ " " " " 
タチイヌフグリ l" " 病被害
ス dド ナ75% " !被害なし 柏 死 結 死

ハマスゲ10% " " 1/5被害 生育中
ユハホコリ 5% " " 4/5枯死 格 死

書
需
剤
に
よ
る
雑
草
の
贋
除
説
駿

第
二
級

一一一一一一



置
索
歯
周
に
よ
る
線
車
の
'
除
誠
鳳
第
二
銀

一
一一ー一一一

F薬F剤'f:用名震及
雪廃 警 書提 察

5足16日

-t ，凪好ラ$' 5周15日 被害なし 結 死 給 死|

;0;‘'メ Fヂツボウ 9/10給死" " " NaOlOs 
ミ、ナグザ・ " N 格 死 N 

25g 
キツネノポタy " " N N 

アぜムシロ " " " " 
ヨ モ ギ " " H " 
.>、 品 タ デ " " " " 
タチ"(ヌプグロ 韓

" " N 

ア カ ザ却% 樟 被害なし
襲被害警鑓 一大部部生分給存死
色

ス ギ ナ却% " h 枯 死 賂 死

スマメノテツ40% 
" " 鑓 色 " ポウ

イ }t !l デ " " 彼警なし " NaOlOs 
イヌガラシ 田 " 枯死に近し 一部給死20g 
ギ ~ Jf シ " " 君臨彼嘗 " 
アレ千ノギタ " h 後警なし 給 死

スマ点ノカタピラ h E艶 色 " 
カモジグサ " " 1;9被害 h 

ーホコ仰|" 被害なし 鑓 色 組 死

アカザ却% " " 彼警なし 一部枯死
イヌガラシ " h 塾 色 被 害 なし

アレ千ノギタ " ，官

" 佑 死
Naα03 

キツネノポタY' " h H 

" 15g 
4 ヌ タ デ 割 " 智 世

ミ、引グサ " " 骨 岨

スマメノテツボウ N h " " 
ス >t"' ナ h " 緒 死 " 



t薬F剤賞用名及量
繋 ~ 観 察

島理前の雑草属類 倣ffl期

5周16日 I 5周辺日 I 6s18日
品ハホ=り伺% 5~15日 被害なむ 聖書 色 枯 死

スマ員ノテフ20% 骨 " 被害な ι 軒
ポウ

イヌガラシ " 持 鑓 色 彼警な L

オ ホ ，ξ ヨ " " " 結 死
NばJIOs

ス tIf ナ10% " " " 制

10g 
キツネノポタy " 骨 ". 割

、、. 、ナグザ " " 
柑 開

イ ヌ タ ヂ " 
押

" ? 
カそジタザ 骨 " 被害たむ ? 

ス If ナ国% " 被害なし 精被害 被暫定Eじ
スずメノテツ30%

" " 後警なし
宵

ボウ

K必04 イヌガラシ5% 精被害" " 開

• 1α)g イヌタデ〈幼〉 " " 被害な じ " キツネノポタ y

" " " " 〈幼〉

タチイヌフグリ " " " " 
ス If ナ旬% 柑 被害な L 後警なし 被 害なし

ヨ ;l ナ5.% " " " 
骨

ハマスグ2% 骨

" " " 
イヌガラシ " " 襲のみ佑る " 
タチイ実フグリ 骨

" " " 
キツネノポタν " " " " 同 0・均 . 
、、司 、ナグサ " /1 彼者なし " 
スマ 3・ノエンドウ " " " 

。
一ー ガ ナ " " u 鞄

スマメノカタピラ 11 

" " " 
スずメノテツボウ " " " 

割

アゼムシロ " " 
開 制

E
R
剣
に
主
る
雌
首
都
の
駆
除
誠
陸
軍

第
二
縦

一
一
一
一
二
}



E薬F剤盤名及 慮理前の雑宣車種頴 撒布期
笛用11

5 _ij16日 I 5周辺日 I 6月18日
ス ギ ナ30%5用15日 書黒色に郷 格 死 再び鐙生

イヌガラシ20% " " 
=ハホコリa% h i 7/10盟色 1/2枯死 生育申

H.SO， キツネノボタン h 枯死

10% 12 イ
、k
J担 ヂ h h 再育び同署量量生生

タチザヌフグリ h 11 

ミ、ナグサ 骨 獲 色 " 
スマ~ノテツポウ " 11 師

ヤへムグラ80% " 枯死 一
がガパグサ " 

1/2獲のみ 1/2残る 生育開花す
鑓色

fuSO~ ヨ モ ギ " 聖護 色 鳴望のるみ 1/2 生育申

5% 3l ナグすく2尺〉 11 H 格 死 一
〈槻の下〉 ヒ .Jj， ガ オミ h " " 再び宅設生

イ J コザ チ 1:脅.申

|品川コリ仰 |小さいのが 再び宮更生" i 僅かに凝る 残る新芽?
スマ』ノテツ20% 11 " I 1/2枯死 11 
ポウ

HIS04 イヌガヲシ20% 割 漣 色 柏 死 一
4.9% 2l 、、. 、ナグサ 11 " 11 一

イ 事 Jl デ " 11 11 再び重量生

-y:レチ J ギタ " h " 一
スマメノテア卸~ I 11 
ボウ

-しE令部被害な
品川ホコリ ! " .し II(新芽13! 11 

、、‘ 、ナグサ 1 11 塑 色 枯 死 一
HiS04 イヌガラシ " " 

町 一
4.9% 1l イ ヌ タ ヂ 11 ‘ " " 再び授、生

アレチ J ギタ 11 

" n 一
キツ，.，.ノポタ y " h " 再び授生
ギ ~ ギ シ 音量 生

実
剤
に
よ
る
雑
草
の
腐
除
誠
厳
第

澱

ご
一
一
一
回



繋剣名及 [ !包理前の雑草種額
蔓 書 観 察

JiIl賞用量
撤布期

5周16日 i 5周辺日 I 6周18日
ス ~ ナ75%5周15日 後書な ι 被審なも 彼望書な し
スマメノカタ10~ 11 " 檎被害? 務被害ピヲ

MgαJ 50g スマメノテブ 5% " " 被害なし 被害な しポウ

アレチノ~グ " " " " 
ミ 、 今・ !I' 守 " " " " 
ギ ナ65% " 被害なし 被害なし 被害なし

ニ J、ホコリ25% " " " " 
MgCJI 25g ア カ ザ " " " " 

ヅ メ グ 守 " " " 開

スマメ Jテヲポウ " " " " 
ス ギ 十70% " 彼害なし |被害なし 生育中
ニ J、ホコリ25% " " " " 

:MgOll 15g ミ 、 ナ ーグサ
" ' " 

，官

タチイヌフグリ " " " " 
イヌガラマ " " " " 

養
剤
に
よ
る
雑
草
の
属
除
試
厳

館
開

ご

副
珊

讃
剤
を
撒
布
し
対
り
。
そ
O
雑
草
の
種
類

も
表
に
見
る
が
如
し
・
撒
布
営
時
の
雑
草

費
生
吠
態
は
大
慢
前
回
の
試
験
の
五
月
七

MgOIJ，は水1立に溶解して微弱せり。

日
食
時
に
同
じ
け
れ
ど
、
之
よ
り
は
草
は

生
長
し
て
草
量
が
梢
多
し
・

二

、

試

験

の

結

果

ハ
イ
)

志
向
聾
汁
H
五
O
U刊
の
液
陀
て
は
、

雑
草
に
少
し
く
被
害
あ
れ
ど

と
れ
よ
り

薄
き
時
に
は
雑
草
に
被
害
た
し
。

盤
素
酸
首
連
H
坪
賞
二
五

g
を
施

ハ
ロ
)

せ
は
、

ハ
マ
ス
グ
一
を
除
け
ば
何
れ
の
雑
草

lUSO.， 

も
枯
死

L
た
り
。
ハ
マ
ス
ヂ
の
み
は
被
害

NaCIOs. 

少
《
し
て
生
育
を
舗
聞
け
た
り
。
一
一

0
8、

一
五
島
、

一
O
S
と
順
次
に
用
量
を
械
や

備考

る
時
は
そ
百
効
果
は
械
や
れ
ど
も
、

。

8
に
於
て
も
相
富
の
除
草
効
果
を
認
む
。

二
三
五



裏
献
に
よ
る
縫
慈
の
属
除
訟
厳

首
都
二
回
開

二
三
大

ハ
ハ
)
硫
酸
加
里
H
坪
嘗
↓

0
0
8を
施
と
せ
し
時
は
、
本
に
一
時
少
し
く
被
害
b
E
認
む
れ
ど
も
、
除
事
的
の
効
果
全
く
無
し
.
五
G
o
F
の

場
合
は
金
〈
害
た
し
・

《
-
一

V

硫
酸
H
坪
賞
一
{
U
d
w
一
立
に
於
て
は
、

一
時
雑
草
を
殆
ん
ど
撲
滅
し
た
れ
ど
も
、
六
月
中
旬
に
ス
ギ
ナ
、
イ
ヌ
タ
デ
、

回
一
ハ
ホ
コ
リ

等
は
再
殻
生
レ
た
h
p
.

次
に
五
%
一
ニ
立
直
は
柳
の
下
に
し
て
特
に
雑
草
の
大
な
る
匿
な
h
q
し
が
、
ナ
ガ
れ
グ
サ
、

2

円
ホ
コ
リ
‘

割
け
た
り
。
ヤ
ヘ
ム
グ
ラ
、
ナ
ヅ
ナ
等
は
枯
死
せ
り
。

ヨ
モ
ギ
の
一
部
は
生
存
在

四
・
九
%
二
立
を
施
と
せ
し
時
に
は
、

-ス

立ズ
のメ
場ノ
合テ
はツ
之ボ
よ.ウ
り
劣イ
~l ヌ

タ
デ
は
再
費
生
又
は
生
存
-K鞭
け
た
る
が
、
イ
ヌ
ガ
ラ
シ
、
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
ア

ν
チ
ノ
ギ
ク
は
枯
死

ι売り
。

干
又
ガ
ラ
シ
、
ア
レ
ヂ
ノ
ギ
タ
は
枯
死
し
た
り
.

る
も
‘
ミ
ミ
ナ
グ
渉
、

植物園内製剤撒司j(第三回〉

昭幸町一五年五周一八日

第一四表

人絹曾枇の憤物搬布

原信用置
書11堅観察

.理前の様車種類 撤初期
5昆22日

品ハホコ世45%5JH8日 彼警なι

スギす<10% " " 
ミ、ナグザ " " 
キツネノボタ ν " " 4∞z 
イ ヌ タデ " " 
アレチノギタ " " 
タチイヌフグリ " " 
ム シタザ " " 
スギナ55% " 
=ハホヨリ20% " " 
キタネノポタシ

" " 〈幼〉 20% 
ミ、ナグザ " " 3∞z 
イ ヌ タヲr " " 
タチイヌプグリ " 11 
ヒメコメシサウ " " 
スずメ Jテ':/ポ

" 骨
ウ

スギナ印% " 1I政審t.cL
エハホロリ20% " l " 
ギシギシ " " 

2αli イヌガラシ " " 
アゼムシロ " " 
キツネ/ポ5% 

" R 且ソ

' イ ヌ タデ " " 



盟
化
マ
グ
ネ
シ
ユ

1

A
坪
官
五
O
Sを
絡
す
も
効
果
幅
摘
し
・

第

回

貰

験

倉
敷
絹
織
禽
枇
よ
り
出
づ
る
人
絹
製
造
に
伴
ふ
厳
液
沈
織
物
を
撒
布
し
た
る
に
、
第
一
四
表
の
示
す
が
如
く
供
試
分
量
に
て
は
効
果
全
く

無
-
q
b
E
認
め
た
り
。

以
主
の
植
物
圏
内
の
除
草
試
験
に
於
て
犬
慣
に
於
て
、
効
果
あ
り
と
認
め
た
る
は
弐
の
如
し
。

聾
紫
敵
前
回
連
坪
皆
二
五
g
、
石
夜
空
説
反
賞
一
ニ

O
封
ご
時
的
効
果
、
硫
酸
坪
賞
五
dm
三
立
、
或
は
浪
度
の
更
に
大
に
し
て
、

立
た
る
場
合
仙
寺

一O
%
i

六
、
植
物
面
禁
剤
撒
布
後
の
畑
作
物
の
生
育

植
物
閣
。
雑
草
に
前
記
種
々
の
粥
剤
を
撒
布
し
た
る
に
、
雑
草
輔
除
に
効
果
あ
り
た
る
も
の
、
又
は
殆
ん
ど
効
果
の
認
め
ら
れ
ざ
る
も
の

あ
り
た

H
・
両
レ
て
何
れ
の
靖
剤
も
樹
木
に
封
し

τは
何
等
の
容
を
認
め
ざ
り
き
。
弐
に
此
柴
剛
撒
布
後
に
作
物
を
播
種
し
て
そ
の
生
育
紙

態
晶
画
視
察
し
て
復
作
に
及
ぼ
す
影
響
を
槍
レ
た
り
・

第

白l

試

験

一
、
試
胎
白
方
法

昭
耕
一
五
島
守
五
月
七
臼
に
築
制
を
』
撒
布
し
た
る
各
也
氏
、

一
G
凶
白
地
也
き

κ大
豆
及
び
玉
樹
黍
を
播
誼
し
て
、
そ
の
結
果
を
見
た
り
。

二

.

試

厳

白

結

果

試
験
の
結
果
は
第
一
五
表
。
如
し
・

置寮
掴周
に
主
る
鎌
首
早
の
・
除
材
調
E

，
.
第
二
山
積

一一一一一
七



薬
剤
に
よ
る
岨
軍
事
の
贋
除
諒
腫

第
二
回
取

二
三
八

〈

イ

》

藁
剤
撒
布
一

O
日
後
に
播
種

硫
酸
施
用
医
は
却
嘗
五
%
一
ニ
立
に
で
も
槙
単
に
比
し
て
何
等
の
被
害
無
し
・

石
友
蜜
素
直
は
反
賞
三

O
貫
匿
の
も
の
は
積
芽
梢
少
し
・
草
丈
志
短
し
.
反
嘗
二

O
貫、

一
O
貨
の
阪
に
は
被
害
無
じ
ι

聾
素
酸
曹
達
匿
に
於
て
は
、
費
芽
歩
合
は
寧
ろ
標
準
よ
り
は
良
好
な
る
も
、
後
に
枯
死
し
て
そ
の
被
害
最
も
大
た
り
・
《
第
一
一
聞
)

《

ロ

V

襲
剤
撒
布
二

O
日
後
に
播
種

硫
酸
匿
に
が
、

τは
玉
周
到
黍
も
大
豆
も
無
慮
理
と
国
費
ら
ポ
。
玉
萄
黍
に
が
、
て
は
草
丈
寧
ろ
犬
な
り
。
但
し
硫
酸
四
・
九
%
一
二
立
直
に
於
て
は

大
立
の
草
丈
は
無
慮
理
よ
り
も
短
か
し
@
《
第
一
二
闘
)

石
爽
窪
素
直
に
於
て
は
、

一
O
L去一
O
貰
直
に
て
玉
萄
黍
は
無
慮
理
£
り
草
丈
↓
へ
な
り
。
大
立
は
一
二
O
貫
直
に
於

τ少
し
く
短
か
し
・

堕
素
酸
曹
建
医
に
於
玄
は
玉
萄
黍
、
大
豆
共
に
殆
ん
ξ
枯
死
し
た
h

リ
。

〈

ハ

》

襲
剤
撒
布
間
二
日
後
に
播
種

硫
酸
四
・
九
%
坪
賞
三
立
の
匿
に
於
て
は
生
育
良
好
な
り
。

石
友
窒
素
反
常
一
二

O
貫
匿
に
於
て
も
生
育
良
好
左
り
。

塵
素
酸
曹
達
匿
に
於
て
は
、
玉
萄
黍
は
枯
死
せ
hv.
大
豆
は
坪
賞
五
0
8直
を
除
き
て
他
は
生
育
を
続
け
た
り
.
さ
れ
ど
無
慮
理
よ
り
は

生
育
不
良
な
り
。

〈

=

)

襲
剤
撒
布
ニ
ヶ
月
後
に
播
種

車
素
酸
曹
達
七
五

g
阪
も
最
早
や
殆
ん

E
被
害
な
し
ρ

向
教
に
興
味
あ
る
と
と
は
、
雑
草
の
生
育
開
始
し
た
る
と
と
な
り
。
印
ち
と
の
撒



布
量
に
て
は
種
子
は
全
部
死
滅
せ
守
し
て
残
存
す
る
が
故

に
、
幼
植
物
が
叢
生
し
て
、
七
月
下
旬
以
後
〈
撒
布
後

ヶ
月
)
に
は
嘆
剤
的
効
果
が
無
く
去
る
矯
め
に
、
始
め
て

生
官
聞
を
開
始
せ
り
。

第

二

回

試

験

て

試

験

の

方

法

五
月
一
五
日
襲
剤
撒
布
し
た
る
も
の
L
各
区
に
玉
酎
黍
及

び
黍
を
搭
植
し
て
生
育
包
帯
察
じ
た
り
。

二

、

試

験

の

結

果

試
験
の
結
果
は
第
一
回
撒
布
の
も
の
み
ド
大
同
小
異
色
仏
り
。

第
一
六
表
に
一
不
十
が
如
し
・

硫
酸
日
一
一
一
日
後
に
播
種
し
た
る
に
玉
萄
泰
も
黍
も
被
害

た
し
・

墜
素
酸
曹
建
目
坪
嘗
二

O
i一一五
d
を
施
し
た
る
も
の
に

於
て
、

一
二
日
後
の
播
種
に
て
は
枯
死
す
。

一
ヶ
月
後
播

積
に
於
て
梢
被
害
あ
り
、
一
一
ヶ
月
後
の
播
種
に
於
て
も
同

ヒ
・
坪
嘗
一
一
立
8
b
L
施
し
た
る
場
合
に
、

一
二
円
及
び
一

葵
剤
に
よ
る
雑
草
の
脳
除
試
駿

第
二
綴

製剤j撒布

第一回禰鷲5居'zl日玉揚黍 第6二周間18滞日椅 第7三月回1滞婚
。日

6周 18日6周5日 6周25日17周20日 7周 20日
葵剤名及坪醤置

設芽歩合 Eと育聾聖者連 設芽歩合生育観察 生育観至高

玉萄黍| 黍

備考
玉萄黍 玉罰委 玉易黍 玉.黍

被害な1 % 
cm cm 

21 60 34 49.5 
硫酸4.9% 草丈大

11 94 43 47.5 111 

25g 11 96 ¥ "21 州問死 75 一
1&6 
重努量7 

や 1』8被.5害
盟系酸 20 1Z 92 ‘25 22.8 者色9七少 L 65 44.5 生育2局日0 、

少し被害や L被害

曾淫 15 11 l∞ -27 'Zl.6 " 30 47.8 23.9 開に始雑
10 11 86 "24 25.4 " 90 54.8 忽.0 主主

? 80 日.0 20.1 

五月日五日第二回第一六表

一一一二九

1.・標準より授芽早し。

2..索隊曹遣は水1立に潟解して撤術す。

備考



祖
宗
画
用
に
よ
る
繕
歯
車
の
贋
除
誠
厳

暗
唱
一
A

刷
胃

二
肉
つ

ゲ
月
後
に
は
少
し
く
被
害
あ
H
q
て
、
二
ヶ
月
後
に
は
被
害
な
し
。

坪
首
之
U
8
を
施
し
た
る
場
A
口
氏
一
一
一
日
後
に
は
被
害
あ
り
、

一
ヶ
月
以
上
を
経
れ
ば
害
な
し
。
(
第
一
一
一
一
凶
v

以
上
質
験
の
結
果
を
綜
合
す
れ
ば
戎
の
如
し
i

一
、
一
仇
夜
空
業
民
常
三
O
貰
指
用
は
‘
撒
布
一

O
日
後
に
は
少
し
く
寄
あ
れ

E
、
そ
れ
以
後
の
播
種
に
て
は
害
た
〈
、
叉
二

O
貫
以
下
の
織

布
量
た
ら
ば
一

O
日
後
に
於
て
も
生
育
良
好
な
り
。

二
、
硫
酸
は
四
・
九
U
問
、
坪
賞
一
一
，立
の
場
合
に
、
一

O
日
後
に
於
て
も
少
し
〈
宥
あ
る
の
み
に
で
、
そ
れ
以
下
の
分
量
及
そ
れ
以
後
の
播
種

一二
、
血
盟
議
般
市
田
速
は
坪
哲
一

0
8
取
ら
ば
‘

後
に
播
種
す
れ
ば
殆
ん
ど
害
無
し
・

日
夕
月
後
に
播
種
す
る
も
申
普
段
し
・

一
五
、

s
は
梢
寄
あ
り
.
二
五
8
以
上
に
於
で
は
ニ
ヶ
月

に
で
は
容
た
し
・

七
、
小
夢
畑
の
樟
草
藁
剤
匝
除
試
肱

昭
和
一
五
年
五
月
研
究
所
の
小
萎
制
に
於
て
、
弐
の
如
く
雑
草
騨
除
試
験
を
行
ひ
た
り
。

て

試

験

の

方

法

設
に
附
ひ
た
る
礎
剤
は
次
の
如
し
・

疏

酸

ニ
・
個
五
u
n
坪
賞
0
・
七
五
立
、

凶
・
丸
dw
坪
首
0
・
七
五
立
、

一
・
五
立
.
一
一
一
立

一
・
五
立
&
施
期
す
.

石
夜
型
素

坪
富
一
二
一
一
一
・七
S

《
催
問
面
措
慣
に
タ
き
て
皮
嘗
一

O
貫
)
を
施
用
す
・
資
際
反
営
は
一
一
一
貫
三
百
匁
な
hv・



撒
布
方
法
は
↓
雌
四
尺
五
寸
幅
と
た
し
て
、
去
に
よ
巾
端
突
を
二
俊
蒔
に
な
す
・
副
会
の
生
ぜ
る
鎌
間
三
尺
五

4
3
の
み
に
藁
剤
を
施
と
し
、
硫

.
酸
は
如
露
、
石
友
寵
素
は
手
に
て
撮
布
し
た
り
・
勿
論
変
に
も
繋
剤
が
多
少
か
L
れ
り
。
各
医
長
さ
一
二
尺
な
る
故
に
、
保
間
一

JR五
寸
と

す
れ
ば
そ
の
撒
布
直
面
積
は
1
一2
坪
な
り
。

昭
和
}
五
年
五
月
九
日
午
前
一

O
時

l
一一時一一一

O
分
に
撒
布
し
た
り
。

右
の
試
験
直
は
既
に
中
耕
を
施
と
し
た
る
も
の
な
る
故
に
、
雑
草
が
犬
に
費
生
せ
し
に
あ
ら
守
し
て
、
殆
ん
と
長
さ
五
寸
以
下
の
雑
草
の

み
本
り
。
而
レ
て
、
そ
の
雑
草
の
種
類
は
弐
の
四
種
注
り
。

ハ
ル
タ
デ
〈
幼
横
物
〉
『
タ
ネ
ツ
ケ
パ
ナ
(
開
花
始
の
も
の
て
ツ
メ
タ
サ
(
開
花
始
の
も
の
)

八
、
水
稲
田
雄
草
薬
剤
瞳
除
試
験

f
ミ
ノ
フ

X

マ
《
開
花
始
の
も
の
て

二

、

試

験

の

結

果

五
試
験
の
結
換
は
第
一
七
表
の
如
し
・

第
一
七
去
に
示
す
が
加
く
、
小
婆
制
に
於
て
は
、
硫
酸
二
・
四
五
%
博
液
を
坪
富
三
立
或
は
四
・
九
%
溶
液
を
了
五
立
撒
布
す
れ
ば
、
雑

車
は
凡
て
殆
ん
ど
完
全
に
枯
死
す
る
な
り
。

叉
石
友
窒
素
を
坪
賞
一
二
三
・
七
g
〈
反
省
一

O
貰
〉
撒
布
す
れ
ば
、
同
じ
く
雑
草
を
枯
死
せ
し
め
得
る
な
り
。

以
王
の
試
験
に
於

τ、
小
委
の
成
育
は
外
視
的
に
何
等
の
障
害
を
蒙
り
た
る
を
認
め
ざ
り
き
。

川
即
時
比
ー
は
北
海
道
花
於
て
、
水
同
除
草
、
主
と
し
て
7

ツ
バ
ヰ
の
駆
除
に
、
失
の
藁
剤
を
使
用
し
て
試
験
し
た
り
。
印
ち
硫
酸
畿
、
石

第
二
組

薬
剤
に
よ
る
灘
尊
の
届
除
誠
駿

一
一
同



'
"
に
よ
る
緑
箪
の
・
除
指
標

二
四
一
一

第
二
報

1I凄畑の護側撒布による雑草駆除成績

SU包コ理軍事a前Rの量産車
秦 警 観 祭

奨剣用璽 鰍市期

5居間I 5脚日 I5刃20日
ノミノ 7~ ...，

句 9日|加し 被害なし 後警なし1/2~ 
，、島 JI "1' 

" I f1 " 担

H.so.2.4旬&OZ75l 
タネタケバナ 11 ， w 11 

'y s グサ " " 11 11 

" 1/2枯死 1/2被害
1/2寧

h H 11 

タネヲケバナ 11 

" 11 . 
'y メグザ " " 時

" 結 死 格 死 格 死
1/2fi!S 

ハルタヂ 』 11 " h 11 

H!l.~‘ 2.45% 1.fJl 
タネツケバナ H 11 11 11 

ツメグサ 11 11 N " 

" 1/2結死 2/3後審
1/2坪

ハルタデ " h " H.s<J. 4.9% O.375l 
タネツケバサ・ " " " 
ヲメダ噂』

" 11 
" 

" 結 死 格 死 枯 死
1/2停

ハルタヂ " 11 " H 
宜必oi4.9% O.7ot 

タネツヶ~ナ " 11 " 11 

ヅメタサ " " " 11 

ノ ミノアスマ " 殆んど枯死 絡 死
ljp 

ハルタデ 骨

" 11 
CaONa+C 41g 

タネツケバナ " " " 
ヅ~ ~ Iサ " " 11 

第一七表



友
窒
索
、
直
枇
酸
曹
建
、
石
炭
酸
、
テ
レ
ピ

ν地
及
び
石
油
皆
、
薗
t
T曲
則
も
F-
蹄
骨
方
後
と
に
矧
ひ
た
る
結
果
、

〈
イ
)
硫
酸
蟻
は
一

O
M以
下

の
溶
液
に
て
は
効
果
無
し
。
ニ

O
M
の
山
市
液
を
坪
営
ニ
升
、
二
回
忙
分
ち
て
期
ひ
た
る
w
作
動
呆
&
り
。
(
ロ
)
石
衣
室
素
は
反
嘗
一
五
買
が
最

も
繭
晶
あ
り
、
七
東
五
O
O匁
区
は
之
に
弐
え
而
し
て
結
呆
を
綜
A
回
す
る
に
、
石
家
窒
素
は
、
そ
の
効
果
最
も
犬
に
し
て
、
硫
酸
嘩
之
に

失
ぎ
、
石
油
、
テ
レ
ピ
シ
、
亙
枇
酸
曹
達
、
石
炭
酸
は
劣
ね
る
を
見
た
晶
v
k
.

、J

叉
4
寸
揮
氏
何
は
苗
代
に
硫
安
(
肥
料
用
)

b

L

水
-
A町
に
一
、
五
、
一

O
、
↓
五
、
二

O
匁
の
割
合
に
溶
か
し
た
る
も
の
を
坪
嘗
ニ
合
づ
L

撒
布
し
た
る
に
、
一

O
匁
以
上
は
ミ
ゾ
ハ
コ
ベ
に
容
あ
る
も
、
苗
に
は
容
な
か
り

L
&。

相
本
足
刊
は
石
友
筑
(
水
一

ooqに
針
し
て
金
石
友
三
8
M
を
・
水
市
?
に
挿
入
ル
た
る
韓
首
骨
に
つ
き
で
賓
験
し
た
る
に
、

嘗

コ

a
o
u
p生
誕
衣
を
輿
ふ
れ
ば
、
一
三
種
中
一
一
一
極
の
草
は
枯
死
す
る
を
見
た
り
と
。
尚
本
回
生
育
中
の
雑
草
は
移
植
後
二
週
自
に
機

械
除
草
と
僻
岡
地

ιて
生
石
定
撒
布
す
恥
ば
効
果
多
け
れ
£
石
茨
P
み
に

τは
遁
に
除
去
率
低
低
L
-
a
漣
」
へ
た
8
0

内

ソ

、

J

岡
口
氏
削
除
、
滑
石
茨
反
賞
一
。
。
賞
臥
止
を
水
間
住
用
ふ
れ
ば
、
磯
首
事
駆
除
w
L
t
情
論
伝

hv.
又

ρ
石
夜
筆
家
は
ヨ
ナ
ギ
に
最
も
有
効
な
り

一0
ア
ー
ル

と
.
布
置
験
例
の
如
く
、
是
起
水
間
除
首
干
に
襲
聞
を
使
用
し
た
る
成
績
な
き
に
あ
ら
や
・
さ
れ
ど
著
者
等
も
共
に
遮
ぷ
る
が
如
く
、
水
田
除

草
に
勺

8
τ
試
散
を
重
血
相
た
参
。

第
一
回
試
除

ボ

、~

... 

試

国量

て

説

験

の

方

法

t-ヲ争前
肢
に
お
る
・
・
小
ポ
ッ
ト
円
直
額
四
・
四
寸
駒
子
分
の
四
・
四
坪
)
及
び
大
ポ
ッ
ド

m
直
揮
A
・2
一
寸
約
千
分
の
-
H

宜
坪
}

b

L

用
ふ
.

小
ポ
ヲ
ト
隠
は
萎
牧
聾
後
白
悶
4
4
e
λ
弘
、
+
ヘ
ポ
ッ
ト
ほ
は
殺
事
の
多
く
生
宙
開
ぜ
る
水
路
0
4
4
を
入
品
作
た
妙
。

建
幽
m
w
h
よ
る
岨
周
酋
串
の
・
山
崎
誠
.

値
'
三
副帽

二
岡
一
足



富
寮
創
聞
広
よ
る
援
軍
の
属
除
誠
厳

第
二
回
報

二
開
閉

昭
和
ザ
五
年
七
月
二
日
応
水
稲
旭
積
を
掃
秩
し
た
る
が
、
そ
の
時
小
ポ
ッ
ト
は
、
移
植
鰻
に
て
土
を
捜
枠
し
て
砕
き
、
一
二
本
宛
移
植
し
、

大国軍
W
Y
1
r

白
土
隠
は
各
種
の
雑
草
が
費
生
せ
る
故
、
A

A

V

そ
の
ま
L
中
央
に
稲
を
一
株
移
植
し
た
る
も
の
と
、

(
B
〉
移
植
趨
に
で
担
#
し
で

楢
を
移
植
℃
易
く
ぜ
る
も
の
と
を
設
け
た
り
。

七
月
一
九
日
に
石
友
輩
葉
、
硫
酸
第
二
邸
、
及
び
生
石
友
を
施
し
た
り
。
そ
の
時
の
雑
草
の
種
類
は
共
の
如
し
・

小目前向
V

ト
目
晶
1
.
カ
沙
グ
サ
、
ダ
マ
ガ
ヤ
ツ
リ
、
ヒ
デ
リ
コ
、
ミ
ゾ
ハ
コ
ペ
、
ア
プ
ノ
メ
、

ア
ゼ
ナ
、
全
帽
に
於
て
雑
草
は
少
く
し
て

E
つ
小

を凶
V
-
E
-

大
尉
ツ
ト
H
ダ
マ
ガ
ヤ
ツ
リ
、

キ
カ
シ
グ
、サ
、
ト
キ
ン
サ
ゥ
、

ヒ
ヂ
リ
コ
、
ア
プ

y
メ
、
ミ
ゾ
ハ
コ
ベ
、
ア
ゼ
ナ
等

-
A
A
ψ

に
は
雑
草
が
大
に
費
生

L
た
る
が
、
《
B
V
に
も
亦
車
交
が
阪
に
相
官
大
に

L
て
、
二
①
伽
に
達
せ
る
も
の
あ
り
た
り
。

襲
剤
の

書
室吹
・の

業 t

右

次

小
ポ
ッ
ト

0
・
四
七
g
(
坪
営
コ
一

O
匁

u
一
一
二
・
五
8
v

。
・
九
四
8
【
坪
富
占
ハ

O
処
目
』
一
一
一
五
・

o
s
v

大
ポ
ッ
ト

-
・
七
8
〈
坪
首
一
ニ

O
匁
H

一-
↓
二
・
五
g
v

一一一・四

aA坪
営
六
O
匁
H
二
二
五
g
v

硫

酸

第

}
蛾
:
:
:
二
O
M溶
液

小
ポ
ッ
ト

一
五
・
二
目
宛
(
坪
嘗
二
升

H
-
=
・六
a

立
V

一一
0
・同
μ
定
(
坪
営
問
升
目
七
・
二
立
)

大
ポ
ウ
ト

二
七
α
宛
(
坪
富
一
升
品
了
氏
立
}



五
忠
実
・
坪
一賞
牙
"
さ
・
4

凡さ

一
O
八
白
宛
(
坪
首
四
升
日
七
・
二
立
〉

生

友

右
の
襲
剤
を
昭
和
一
五
年
七
月
一
九
日
に
撒
布
す
。
生
石
次
及
び
石
友
室
事
燃
は
乎
に
て
撒
布
し
、
硫
酸
第
一
蟻
は
二

oum溶
液
を
ピ
ベ
ツ

瓦

小
ポ
ッ
ト

一
・
五
八
g
(
坪
富
一

O
O匁
日
一
一
一
七
五
g
v

ト
に
て
所
轟
量
採
り
て
雑
草
の
棄
に
掛
か
る
様
撒
布
し
た
り
。
同
一
の
試
験
を
三
ポ
ッ
ト
宛
行
ひ
た
り
。

二

、

試

験

の

結

果

前
記
の
方
法
に
よ
り
て
、
七
月
一
光
日
に
雑
草
に
礎
剤
を
撒
布
し
、
翌
七
月
二
Q
日
に
一
度
雑
草
の
欣
況
を
翻
察
し
、
更
に
八
月
五
日
に

そ
O
欣
視
eb
-
親
察
し
た
る
結
果
は
、
第
一
パ
表
の
如
し
。

め
得
ぺ

L
・
叉
硫
酸
第
一
一
憶
に
於
て
は
、
二
O
U
W
の
溶
液
を
坪
雷
二
升
の
割
合
に
撒
布
す
れ
ば
、

第
一
八
表
に
よ
れ
ば
、
石
衣
室
素
を
撒
布
し
℃
水
田
雑
草
を
駆
除
せ
ん
と
す
れ
ば
‘
反
首
一
八
貫
を
施
さ
ば
草
を
殆
ん
ど
全
部
枯
死
せ
し

一
部
生
存
す
る
草
あ
れ
ど
、
殆
ん

E
全
部

雑
草
の
極
類
は
タ
ピ
ヱ
、

コ
す
メ
ガ
ヤ
ツ

p
、
ヒ
デ
uy
コ
、
ミ
ゾ
内
コ
パ
、

マ
ツ
バ
卒
、
プ
ゼ
ナ
、

γ
プ
ノ
メ
、
キ
カ
ジ
グ
サ
、
ァ
ゼ
ム

を
枯
死
に
到
ら
し
む
る
な
り
。
生
石
次
反
省
一
ニ

O
貫
撒
布
は
効
果
無
し
。

第
二
回
試
験

権

試

験

つ

試

験

の

方

法

水
田
に
誌
け
た
る
面
宇
土
4
坪
の
コ
ン
ク
F
1
ト
艇
に
於
て
、
田
植
賞
時
よ
り
除
草
せ
や
.
又
七
月
下
旬
よ
り
湛
水
せ
令
し
て
漁
同
紙
態

の
俊
に
放
握
せ
り
。
八
月
七
日
に
襲
剤
を
撒
布
せ
し
が
、
そ
の
時
雑
事
は
犬
叢
生
し
た
る
者
認
め
た
り
。

寮
掃
に
よ
る
縫
首
串
の
・
除
鼠
厳

第
ニ
凶
帽

ご
四
五



(第一回F果

市搬

の
，
相ヤ用七圃干五淘昭

結布撤剤襲鵬~)\表

事
織
広
よ
る
鎗
寧
の
・
険
制楓
.

歯
周
ご
副
司

一
一
岡
大

7 局 20 日観察薬 剤 名及用JIl 8周 5日観察 (
ト

キカタグサ少し被害

Pマヨf~ '7 担 被穆殆んfどなし
d、ポヅ』 ツリの一部!I!軍事、

i'P蛍80tL匁47g ヒデ担 2 " 他は枯死
ミグ h ヨペ少し被番

石灰窒素
ア ゼ デ"

キカケグサ少し被害付、〉 雑草全郎枯死

9EF2吉釦0匁.94g 
タ守ガサ'7リ 彼嘗殆んどなし

ヒヂリョ 割

4 Y'..、コペ少し彼省

一
そカシグサ枯死 様車3量Ii胎死

~ツ lトE2L0勧94c タ時ガヤヲリ 彼審殆んど'a.し
停嘗2升 ヒヂリコ h 

ミグハコ..，t結死

硫酸嫁一銭
キカシグザ絡死 タマ虫，....'7 l} 1様ー

タT ガヤツリ 被管殆んどなし のみ~聖子し‘全部
8 " 釦.4∞ l:ヂリョ h 枯死
~営ヰ升

是グハコペ枯死. 
すブ/ ;1 " 
キカシグ今後曹殆んどなし キカシグサ1!1、部

-タ苛ガヤツリ 町 分彼警あるも、?t
小暗号ツト

生石灰
fP醤1∞1.5匁8g ヒデリ 2 11 部生穆

す ゼ +旬 無}I現在殆んど異‘

ミv..、コペ h らず



11剤 名及用量 7 居 :rJ 白書提寮

雑草生育良好

，マガヤヲリ
生育

無慮理 ヒデリコ

アプノメ

ア ゼ す・

備考 撒布醤時雑事』ま草丈10Cl叫i下旬な旬。

タマガヤツリ .被蜜強んど鋲L

キカシグ..，. 少し被害 トキyザ・ゥ、 アプ

大〈摩d維H富7革田b大Lゐ匁T〉g 
トキ ンザウ 被害殆んと無し /メ、Jl-<rガヤツ

ヒデ"ヨ " リ一部住存他は枯

. アプノメ少し被害 死

石灰望書素 若1/'..、ョペ柏死

キカシグサ敏奮殆んど鯨L ノピヱ1様生存他

" B 
書'./'..、ョ 4 格死 は全部結死(務も

〈雑草中〉
アプ";t少しi険審 少し被害〉

ピ コ乙

タマガヤツリ.後復殆んど鉱L ヒデリコ、タT ガ

大ポヲI'A
ヒデリコ " ヤツ担一部生存、

3.4g 
トキシザウ少し被害 他は格死

く係懸省主主印大匁〉

キカシグザ- " 

石炭窒素
ミザ a、:2，屯 " 

|…'宮川書 雑草丞部結死

" B 
ヒデ' ヨ 被害大なりさを存 〈砲も枯死〉

く憲章事巾〉 アプノメ " 
キカシグサ

L 一一一←一一←一一 一

置
曹
剤
に
よ
る
纏
草
の
魔
除
誠
困
層

第
一
一
一
報

二
回
七



秦剤，，s及用11: 7 局 a日観察

タマガセヲリ 被害殆んど無し タマガヤツリ、キ

大ポットA
ヒデりコ少t被害Ca、〉 カシグサ一部生存'Z7oo 

〈維筆大〉
アプ〆 メ 被害喜大な旬、生存 ミゾハコベ幼値吻野富1升

硫酸第一餓
ミグハヨベ枯死 再投生す

lキクグ今後一一死
" B ミゾハコペ約死〈雑草申〉

…ャツリ 少し被害 l 
タマガヤヲリ 被害殆んど無し タマガヤツリ、キ

ヒデリヨ 骨 〈小〉 カシグサ一部生存

大ポットA
キカタグサ少し畿審 ミグハコペ幼植物d4cc 

郎く量産嘗尊2大升， アプノメ格死 再愛生.

ア ゼ ナ少し被害

硫厳第一銭 ミグハコペ枯死

タT ガヤヲリ 畿警殆んど無し タマガヤツリー稼

韓 B キカシグサ彼警大な句生惇 a夜、他li枯死
〈雑草中〉 アプノメ枯死

ミグハコペ " 

タマガヤツリ 彼害殆んど無し タT ガヤタ P一部

‘ 大ポット10A8cE キカシグザ枯死 生存他は枯死
硫酸第一餓

〈E雑Jl~草富4 升3 ヒデ P ヨ少し彼審
ミゾハコベ佑死

タマガヤ':tl) タマガヤツリ、キ

キカシグザ カシグサ、ヒヂリ
無慮理 〈雑草申〉 生育

ヒヂ H コ コ、 ミデハコベ大

ミョ1'...、ョベ 愛生

藤
婦
に
よ
る
種
革
の
勝
除
試
駿
第
二
級

ニ
四
八



シ
冒
J

等
に
し
て
、
タ
ピ
ェ
、
コ
ず
メ
ガ
ヤ
ツ

p
に
は
積
よ
り
事
丈
の
・
克
也
仏
る
も
の
あ
り
。

ホイ》

石
友
窺
中
東

襲
剤
及
そ
の
施
用
法
は
共
の
如

ι
・

二
陣
営
二
八
・
一

8

〈
反
省
一

O
貫
〉
及
び
一
同
・
一

8
〈
反
省
五
貫
v
、
以
上
二
区
宛
賓
施
す
@

(
ロ
V

紘

れ
ハ

v・

標

石
次
空
素
は
乎
に
て
撒
布
し
。
線
馨
は
如
露
に
て
撒
布
す
。
八
月
七
日
に
施
し
た
る
が
、
そ
の
日
は
晴
天
な
り
き
。

準

二
直

二

、

試

験

の

結

果
馨

{
硫
酸
第
一
蹴
V

二

Odwの
も
の
一
一
嵐
官
二
五

O
U
ベ
坪
嘗
一
立
〉
及
び
同
量
に
カ
ゼ
イ
ン
一
-
一
8
加
用

八
月
一
二
日
翻
察

y
月
七
日
に
事
剤
を
撒
布
し
、
八
月
一
一
一
日
及
び
二
六
日
に
悶
来
せ
り
。
そ
の
結
巣
は
次
の
如
し
。

石
友
輩
素
.
鼠
ハ
l
v

紘

製i

E
R〈

1
v

枯
死
せ
る
雑
草
:
・
マ
ザ
バ
牛
、

キ
カ
シ
グ
サ
、

ミ
ゾ
ハ
コ
J
司

、

ア
ゼ
ナ
、
ア
ゼ
ム
シ
ロ
の
一
一
部

ハ
2
v

被
答
な
き
雑
草
・
:
タ
ピ
ヱ
、

コ
ザ
メ
ガ
ヤ
ツ
リ
、
ヒ
デ
リ
コ
、
ア
ゼ
ム
シ
ロ
、
イ
ヌ
ガ
ラ
シ

黒
聾
し
て
被
害
あ
る
雑
草
・
:
コ
マ
メ
ガ
ヤ
ツ
り
、
キ
カ
タ
グ
サ
、
す
ゼ
ナ
、
ア
プ
ノ
メ
、

マ
ツ
バ
牛
、
ァ
ゼ
ム
シ
回

《

2
d
・
被
害
な
き
雑
草
j
タ
ピ
ェ
、

ヒ
デ
リ
ョ
、
イ
ヌ
ガ
ラ
シ

八
月
二
六
日
観
察

石
友
銀
素
反
賞
五
賀
直
は
同
一

O
貫
直
に
比

L
て
、
そ
の
駆
除
の
効
果
少
し
。

石
次
窒
素
直
川
1
v

枯
死
一
せ
る
雑
草
・
:
マ
ツ
バ
キ
、
ア
ゼ
ナ
、
T
J
セ
ム
シ
ロ
、
ア
グ
ノ
メ

薬
剤
一
に
よ
る
縫
怒
り
緬
除
試
駿

ご
間
九

第
一
一
徹



薬
剤
に
よ
る
.
首
早
」

mm除
誠

.

第
二
織

二
五
O

《

2
》

生
育
せ
る
雑
草
:
・
ヨ
マ
タ
ガ
ヤ
ッ
，
の
一
部
‘
イ
ヌ
ガ
ラ
夕
、
ミ
ゾ
・ハ
コ
ペ
(
幼
植
物
再
費
生
可
タ
ピ
ヱ
、
ヒ
デ
リ
コ

特
に
タ
ピ
ヱ
、

ヒ
デ
リ
コ
の
二
者
は
後
に
そ
の
護
育
旺
盛
な
る
を
認
め
た
り
。

線

埠

嵐
《
l
v

枯
死
せ
る
雑
草
:
・

γ
プ
J

J

P

、
ア
ゼ
A
L
F

ロ

《

2
v

生
存
せ
る
韓
首
想
・
:
ま
ゾ
《
コ
ペ
、
守
ヲ
ソ
ハ
キ
、
タ
ピ
ヱ
、

ヒ
デ
リ
コ
、

コ
ず
メ
ガ
ヤ
ツ
リ
、
ア
ゼ
ム
シ
ロ
の
一
一
部

カ
ゼ
イ
ン
加
用
阪
は
無
添
加
に
比
し
て
除
怠
・
的
効
果
少
し
く
多
き
が
如
し
。
帥
ち
カ
ゼ
イ
シ
加
別
に
よ
り
て
そ
の
粘
婚
が
増
加
す
る
も
の

と
認
む
・
貰
際
に
会
て
、

カ
ゼ
4
シ
加
別
に
£
り
で
、
無
添
加
よ
O
も
葉
が
液
に
よ
り
で
汚
る
h
も
の
多
し
・

前
記
の
如
〈
、
級
磐
を
用
ひ
た
る
場
舎
に
‘
標
準
に
比
L
て
、
ア
ア
J

J

P

は
枯
死
、
友
ぴ
γ
ゼ
ム
シ
ロ
の
一
部
は
枯
死
し
た
る
も
、
他
の

雑
草
は
生
存
し
た
る
故
に
、
賞
際
的
に
は
そ
の
除
草
的
効
果
の
傾
値
少
し
と
云
ふ
ぺ
し
・
叉
石
夜
空
素
は
ア
プ
ノ
メ
、
ア
ゼ
ム
シ
ロ
、

パ
ヰ
、
ア
ゼ
ナ
等
姐
き
草
に
は
除
草
的
効
果
あ
り
た
れ
M
C
、
他
の
イ
ヌ
ガ
ラ
ク
・

Z
-
Y
A
コ
ペ
、
タ
ピ
モ
ヒ
デ
リ
コ
等
に
封
し
て
騨
除
の
ーマ
ツ

効
果
無
色
e
を
認
め
た
り
・

第
三
回
試
胎

栴

試

験

一
、
試
馳
の
方
法

前
回
と
同
一
の
コ
ン
タ
，
I
ト
水
田
枢

bzmふ
・
そ
の
雑
草
の
種
類
も
前
聞
に
同
ヒ
・
襲
剤
は
線
舞
の
み
を
用
ぴ
た
り
・
八
月
一
二
日
に

て
‘
ま
だ
-
回
も
除
草
せ
ざ
る
雑
草
の
大
費
生
せ
る
権
宣
別
ひ
た
b
。

2
)は
雑
草
そ
の
ま
L

O
も
の
に
し
て
、

(
B
)
は
官
同
さ
一
二
O
m
以
上

の
茸
早
を
手
に
て
抜
き
取
り
た
り
・
但
し
と
の
際
切
れ
一
地
下
部
の
建
れ
る
も
の
多
し
・

様
車
揮
直
及
び
カ
ゼ
イ
シ
加
用
限
突
に
、
ご
O
U河
博
液
P
E

各
医
0
・
五
車
《
坪
宮
二
立
V

宛
八
月
一
一
一
日
に
撒
布
し
た
り
。



維

馨

直
〈
A
)
〈
1
ト

v

被
害
あ
る
雑
革
:
:
:
ア
ゼ
ム
シ
ロ
枯
死
、
ギ
シ
ギ
シ
の
業
の
み
被
害
、
ヒ
デ
リ
コ

1

一2
枯
死
.
『ヨp

v 

二

‘

拭

臓

の

結

果

品
川
月
=
一
日
に
撒
布
し
、
八
月
一
四
日
に
観
察
し
た
る
結
果
は
弐
の
如
し
。

パ
ヰ
1

一3
枯
死

{
2
v
 
被
害
恋
き
雑
草
:
:
:
コ
す
メ
ガ
ヤ
ツ
リ

A
B
」
《

A
V
に
比
し
て
少

L
〈
被
害
多
し
・

値
欄
磐
4Ndτ

，t
y
加
川
川
市

H

A

、
ι
(
1
)
 

被
害
あ
る
雑
草
:
:
:
ア
ゼ
ム
シ
ロ
枯
死
、
ヒ
デ
リ
コ
、
キ
カ
シ
グ
サ
、
マ
ツ
バ
キ
は
1

一2
枯
死
、

2

A

V

メ
ガ
ヤ
ツ
リ
像
少
被
容

《

2
U
被
害
・
な
き
穣
草
・
:
・
:
タ
ピ
ヱ

A
月
二
六
日
視
察

鎌

馨

直

弐
の
カ
ゼ
イ

ν加
問
匿
に
同
じ

繰
舞
曲
N
J
τ
f
シ
恒

mm匝
《
A
)
(
1
)

枯
死
雑
草
:
:
:
ミ
ゾ
ハ
コ
ペ
、
ア
ゼ
ナ
、
ア
プ
ノ
メ
、
キ
カ
シ
グ
サ
、
ア
ゼ
ム
シ
ロ
等
、
コ
ず
メ

ガ
ヤ
ヅ
ザ
は
績
に
慣
れ
し
部
分
は
黒
費
し
て
柏
る
れ
"
と
尚
益
慣
は
生
省
内
す
.

《

2

一
v

生
存
せ
る
雑
草
:
・
;
タ
ピ

z
・
ヒ
ヂ
り
コ
・

マ
ツ
バ
ネ

《

B
》

《

1
v

枯
死
雑
草
;
:
r
ヨ
ぜ
メ
ガ
ヤ
ツ

F
、
ミ
ゾ
ハ
コ
ペ
、
ア
ゼ
ナ
、
ア
プ
ノ
メ
、

キ
カ
シ
グ
サ

A

一2v
生
存
雑
草
:
・
:
タ
ピ
ヱ
、

ヒ
ヂ
U
7
2
.

マ
ツ
バ
牟
.
ア
ゼ
ム
シ
ロ
の
一
一
部
は
建
存
ず
.

現
婦
に
よ
る
婚
歯
阜
の
'
除
議
.

第
一
一
繍

二
五



秦
婦
に
よ
る
雑
草
の
画
像
議
駿

第
二
回
慨

二
五
二

A
E
K
於
て
は
無
慮
理
匿
に
比
じ
て
、
雑
草
量
は
約
半
分
な
り
。
叉
B
医
に
於
℃
は
無
慮
理
匿
に
比
し
℃
雑
草
量
は
一
五
%
に
過
ぎ
ざ
る

放
に
、

A
、
B
共
に
紘
馨
に
よ
り
で
相
官
除
草
せ
ら
る
民
を
知
る
。

タ
ピ
ヱ
は
無
被
害
に
て
、
他
の
雑
草
は
何
れ
も
級
馨
の
鵡
め
に
被
害
あ
る
も
根
絶
せ
歩
。

B
震
に
於
て
は
雑
草
量
が
一
時
約
一
五
d

刊
に
迄

減
少
せ
し
も
、
九
月
中
下
旬
に
於
て
、
B
E
も
亦
そ
の
後
雑
草
の
費
生
を
見
た
る
矯
め
に
、
後
期
に
於
て
は
、
無
慮
理
と
の
義
国
間
は
只
僅
か

の
み
誕
め
ら
れ
た
り
。

第
一
回
賞
験
の
ポ
ッ
ト
試
験
に
持
支
は
、
硫
酸
第
一
甑
の
襲
剤
の
効
果
を
認
め
た
る
に
拘
ら
歩
、
水
問
権
の
試
験
に
於
て
は
小
雑
草
の
み

は
描
死
じ
お
る
‘
畠
慨
し
て
そ
の
効
果
を
認
め
ざ
り
き
。
(
第
三
国
賓
験
B
を
除
く
v
。
と
れ
は
、
既
に
雑
草
の
生
育
盛
ん
に
し
て
、
礎
剤
撒
布

の
時
期
を
失
し
た
る
と
と
、
及
び
第
二
閲
覧
験
に
於
て
撒
布
の
翌
日
広
降
雨
の
あ
り
し
と
と
、
大
ポ
ッ
ト
に
は
純
粋
の
硫
酸
第
一
畿
を
使
用

し
て
、
坪
首
一
升
に
て
は
効
果
を
認
め
た
る
放
に
、
市
偵
の
安
き
絡
馨
を
使
用
し
、
し
か
も
、
そ
の
量
を
坪
首
一
立
乃
至
二
立
に
な
し
た
る

矯
め
に
効
果
mw
少
か
り
し
な
ち
ん
。

石
友
重
素
直
に
於

τは
、
そ
の
撮
布
量
は
ポ
ッ
ト
試
験
。
少
量
阪
と
同
様
に
た
し
た
る
と
と
、
又
撒
布
の
時
期
生
失
し
た
る
と
と
に
よ
り

て、

そ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
ず
砂
し
怠
ら
ん
。

丸
、
韓
草
駆
除
剤
が
水
稲
に
友
ぽ
す
髭
響
試
強

前
記
試
験
に
於

τ、
雑
草
駆
除
剤
が
雑
草
に
及
ぼ
レ
た
る
影
響
b
E

見
た
る
と
同
時
に
、
そ
の
水
稲
に
及
ぼ
す
影
響
を
も
調
奈
せ
り
。
た
と

ひ
除
革
の
効
阻
明
あ
る
も
、
稲
に
車
問
あ
れ
ば
、
そ
の
使
則
的
組
無
し
と
云
ふ
べ
し
・

そ
の
到
来
の
結
果
は
共
の
如
し
・
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薬
剤
に
よ
る
催
時
世
早
め
駆
除
誠
駿

第
七
銀

二
五
六

も
無
〈
依
設
し
て
肥
料
的
効
果
を
呈
し
て
、
良
く
生
育
し
、
牧
礎
物
多
し
・
叉
雑
草
は
駆
除
せ
ら
る
L
放
に
、
稲
の
矯
取
す
る
養
分
が
多
量
百

こ寸
ζ

ゐ
稲
の
生
省
悶
良
好
な
る
原
固
な
ら
ん
。

硫
酸
第
一
蟻
二
O
d
m坪
哲
二
升
及
四
升
の
程
度
に
が
、
で
は
、
稲
の
生
音
聞
に
何
等
の
容
な
き
を
認
め
た
り
。

令
一
石
襲
反
岱
一
ニ

O
貰
撮
布
は
無
慮
理
ム
殆
ん
ど
義
異
無
し
。
〈
第
一
四
圃
)

哉
は
だ
ポ
ッ
ト
の
試
験
月
第
二

O
安
)
を
見
ん
に
、
試
験
若
手
時
、
艇
に
A
鉢
の
草
丈
は
春
よ
り
雑
草
費
生
の
憧
に
た
し
た
る
も
の
に
稲

一
迄
挿
棋
し
た
る
需
め
に
、
本
は
稲
よ
り
も
犬
に
し
て
よ
く
繁
茂
し
た
る
も
の
な
り
。

B
鉢
は
挿
棋
前
に
土
を
揖
非
し
た
る
矯
め
に
、
賞
験
着

手
時
に
は
警
長
も
少
く
、
且
。
草
丈
も
稲
よ
り
短
か
り
き
・
帥
ち
前
寵
小
ポ
ッ
ト
り
も
の
と
像
件
は
同
包
く
し
て
、
放
置
せ
ら
れ
た
る
が
、

小
ポ
ッ
ト
£
り
は
雑
管
量
は
大
な
り
き
.
さ
何
日
ば

A
Eと
B
匿
と
貰
験
の
結
果
は
異
る
を
営
然
と
な
す
。

石
友
章
業
反
骨
同
九
賀
直
は

(
A
V
撒
布
賞
時
稲
に
被
害
無
く
、

(
B
V
に
が
、
て
多
少
葉
に
被
害
あ
り
た
る
が
如
し
・
後
に
は
〈
A
)
〈B
V

叫
に
生
育
は
良
好
な
り
き
。
〈
A
V
は
建
存
雑
草
・
量
(
B
)
之
多
大
な
る
た
め
そ
の
牧
穫
物
は
《
B
)
よ
り
ゅ
友
h
v
・
さ
れ
ど
無
慮
理
よ
机
は

」へ
な
り
き
・
さ
れ
ど
医
者
一
八
貫
匝
に
於
て
は
、

(
B
V
鉢
は
稲
が
枯
死
し
、

A
A
V
鉢
は
雑
草
量
多
き
翁
め
稲
に
は
絵
h
v
容
な
く
し
て
戸
生
寄

i
、
後
に
は
肥
料
的
効
果
の
箆
め
よ
く
生
長
し
た
れ
y
.

硫
酸
第
二
慨
に
於
て
は
、
何
れ
の
直
も
稲
に
容
は
認
め
ら
れ
ぎ
り
き
。

無
市
蝿
理
阪
は
初
期
の
生
育
は
他
市
障
に
比
較
し
て
遜
色
な
き
も
、
雑
革
の
繁
茂
に
つ
れ
て
稲
の
生
育
は
極
め
て
不
良
と
た
り
、
牧
穫
物
最
も

少
し
・
〈
第
一
五
圃
}

第
二
回
試
験

存宅

試

験



水
制
七
位
に
於
け
る
試
験
の
結
果
は
第
一
一

一
表
の
如
し
。

様
舞
(
硫
酸
第
二
臨
)
は
カ
ゼ

第
二
一
表
に
よ
れ
ば
、
石
友
窒
素
反
富
一

O
貰
直
に
於
℃
は
無
虚
理
に
比
較
し
て
草
丈
は
犬
友
り
。
分
襲
は
異
ら
や
。

干
シ
加
用
直
も
無
加
用
直
も
、

共
に
箆
・
丈
は
加
熟
慮
理
匿
よ
り
柑

大
な

p
。
然
る
に
分
棄
は
無
加

用
医
に
於
て
著
し
く
犬
念
り
。

但
し
怨
効
分
麗
な
り
・
と
の
傾

向
は
ポ
ッ
ト
試
験
に
於
て
も
認

め
た
る
所
た
り
。

第
一-
一
回
試
験

権
試
験

水
同
棋
に
於
け
る
試
験
に
し

て
、
そ
の
結
果
は
第
二
二
表
の

n
H
J
e
 

岳
民

E
L

永田艇に於ける葉剤撒布と栢の生育

剤
8且7日 8周26日

奨 国聖 権香貌

草丈|分凝 草丈 1分薬

I 1 cm 
60.4 I 6.2 90.3 9 

85.7 9 . 60・218・2
反即貫l

平均 句.3I 7.2 88.0 9 

石灰雪量素

i凪81叩 9 
14.1g 
2 I $9 I 7.5 I 81.4 9 

反省5貫
平均 57.4 I 7.4 I 81.4 9 

20%2蜘 lド2.0 7.9 i 77.41 *18 
" I 2 I 52.6 9.2 I 80.4 *14 

8.6 78.9 骨16
硫 酸
第 一 銭

カゼイ y
j毘 用

1 日'.2 6.9 80.5 8 

" 2 拡 O 8.2 78.3 9 

|平均 58.6 7.6 79.4 8.5 

1 回.2 6.0 79.~ 6 

標 首色 2 56.4 8.6 73.3 12 

平均 60.S 7.3 76.6 9 

備考 僑無効分著Eを含tr各橿9椋の平均

第二一表

第
二
二
去
に
よ
れ
ば
総
勢
を
坪
営
ニ
立
施
周
し
た
る
時
は
、
草
丈
は
無
慮
理
に
同
じ
き
か
、
或
は
少
し
く
長
し
。
分
葉
は
カ
ゼ
，
t

シ
無
加

用
の
も
の
‘
無
島
理
よ
り
少
し
〈
犬
な
り
。
但
し
無
効
分
葉
な
り
。
カ
ゼ
イ
ン
加
用
医
は
無
慮
理
匿
と
の
聞
に
業
異
無
し
・

薬
剤
に
よ
る
雑
草
の
駆
除
誠
駿

以
上
二
回
の
権
試
験
に
於
て
は
、
石
友
窒
素
の
撒
布
量
が
ポ
ッ
ト
賓
験
に
比
較
し
て
少
き
詩
め
に
、
標
準
と
そ
の
惑
は
僅
少
認
め
ら
る
る

第
二
線

一一五七



薬
剤
に
よ
る
様
車
の
駆
除
裁
厳

第
一
一
般

11 

13 

12 

ー13

12 

"14 

11 

第二二表

続k 軍事部%o.5l 

11: 

練場20%
カゼイ ν加問 O.~l

剤

Jq.iir2企

婆

様1476.4 13 

1a 

10 11 

11 釦'.010 理I;l 無

11 75.7 11 

一一‘五八の
み
e

叉
線
馨
直
も
ポ
ツ

ト
試
験
同
様
被
害
無
く
、

却
。
て
生
長
を
促
進
し
た

-無効分壌を含む

る
が
如
き
b
L
認
め
た
り
。

10 事草加% 0.5l 

? 
以
上
ポ
ッ
ト
試
融
及
び

水
田
権
試
験
共
に
、
石
次

備考1経9様の平均

室
中
高
の
撒
布
が
坪
首
六

O

匁
〈
反
省
一
八
貰
v
に
な
れ

ば
稲
の
生
育
を
停
止
し
、

後
に
快
復
す
る
も
の
あ
る

総

も
、
叉
金
〈
枯
死
し
た
る
楊
A
n
vも
あ
h
F
た
h
v
。
依
つ
・
て
此
分
量
は
危
険
』
云
ふ
べ

-t・
坪
首
一
こ
O
匁
(
区
営
九
貫
V

の
場
合
に
は
、
撒
布
営

も
場
加
せ
り
。

時
少
し
く
被
害
宣
認
め
た
る
も
の
と
被
害
無
き
も
の
と
あ
り
。
而
し
て
被
害
あ
る
も
、
聞
も
無
く
快
復
し
て
肥
料
的
効
果
を
呈
し
て
牧
横
物

硫
酸
第
一
蟻
又
は
維
禁
ニ

0
4河
搭
液
坪
営
問
升
迄
怠
れ
ば
水
稲
に
何
等
の
陣
容
も
無
し
、

L
か
し
無
効
分
藁
は
増
加
す
る
一が
如
し
。



-
O、
水
稲
田
揖
草
藁
剤
踊
除
試
肢
考
察

今
水
稲
田
除
草
に
封
す
る
襲
剤
使
用
の
効
果
に
つ
き
で
考
察
す
る
に
、
水
田
雑
草
は
畑
、
宅
地
の
雑
草
に
比
し
て
、

弱
に
し
て
礎
剤
に
封
す
る
抵
抗
カ
少
か
る
べ
し
・
《
タ
ゼ
ヱ
等
を
除
く
}
。
さ
れ
ば
捜
索
酸
曹
達
‘
硫
酸
等
生
撒
布
す
れ
ば
容
易
け
い
撲
滅
し
縛

一
般
に
そ
の
性
欣
軟

べ
し
と
信
歩
れ
ど
も
、
襲
来
酸
曹
謹
は
水
稲
自
身
に
大
佐
官
あ
る
は
既
報
の
如
し
・
放
に
稲
の
生
育
中
に
稲
に
損
害
を
興
へ
守
し
て
除
草
的
効

果
あ
る
薬
剤
の
張
見
を
目
的
と
し
て
以
上
の
試
験
を
行
ひ
た
る
も
の
た
り
。

石
友
輩
講
を
反
嘗
九
貫
の
割
合
に
撮
布
せ
し
時
は
、
栢
の
生
育
を
官
官
す
る
も
の
と
、
被
害
な
き
も
の
と
を
生
巳
た
る
が
、
た
と
ひ
一
時
容

は

一
時
被
害
め
り
た
h
v
。

一
時
被
害
あ
る
も
後
に
は
被
復
し
て
生
宙
開
を
続
く
る
も
の
念
り
。
石
次
空
素
は
一
方
に
於
℃
有
官
官
作
用
を
日
S

し

あ
る
も
、
後
に
は
肥
料
的
効
果
を
呈
し
て
、
よ
く
生
育
し
て
牧
穫
物
は
多
く
法
り
た
る
散
に
、
之
が
稲
葉
に
附
着
せ
ざ
る
様
に
注
意
し
て
施

用
は
稲
に
差
支
払
仏

L
と
一
五
ふ
ペ
し
・
〈
但
レ
稲
葉
の
漁
れ
る
時
K
撒
布
は
不
可
た
h
y
J
そ
の
時
雑
草
が
小
さ
き
時
は
容
を
受
け
て
効
果
を
認

め
た
れ
E
‘
棋
粗
相
す
る
と
と
能
は
さ
h
p
き
a

殊
に
グ
ピ
ヱ
の
如
き
は
翁
め
に
却
っ
て
そ
の
生
育
を
旺
盛
な
ら
し
め
た
り
。

石
友
章
去
の
量
を
増
加
し
て
、
反
首
一
八
貫
に
怠
せ
し
時
は
雑
草
を
根
絶
せ
し
め
得
た
る
も
、
稲
も
同
時
に
枯
死
す
る
場
合
を
認
め
、
或

一
方
応
於
て
は
肥
効
あ
る
が
放
に
、
稲
に
無
容
に
し
℃
、
幼
若
の
雑
草
を
殺
す
時
期
を
謹
ぴ
て
趨
賞
量
を
撒
布
す
る
を
理
想
と
す
・
而
し
て

-之
が
時
期
及
び
撒
布
量
は
向
試
験
せ
ざ
h
H

ば
決
定
し
能
は
ぎ
る
も
、
反
省
一

O
貰
を
限
度
と
た
し

τ雑
草
の
幼
若
時
に
、
水
聞
の
水
を
落
レ

て
稲
の
葉
に
か
L
ら
ぬ
様
注
意
し
て
撒
布
す
ベ
し
。
地
面
に
泣
く
で
噴
出
し
て
、
葉
に
附
着
せ
ざ
る
石
荻
窪
素
撒
布
器
の
出
現
を
望
む
も
の

な
り
・
た
ど
タ
ピ
エ
の
如
き
抵
抗
力
あ
る
草
は
同
時
に
乎
に
て
抜
き
去
る
べ
し
@

硫
階
第
一
蛾
(
線
馨
w

は
こ

odw椿
液
を
坪
賞
一
升
乃
至
二
升
撒
布
す
れ
ば
、
稲
に
容
た
く
L
て
雑
草
の
幼
少
時
代
は
之
を
根
絶
せ
し
め

E

曹
朔
に
よ
る
蜂
草
の
困
層
除
試
陸
軍

第
一
一
報

二
五
九



察
組
用
に
よ
る
雑
草
の
魔
除
試
駿

第
一
一
組

二
六
O

得
ベ
く
、
叉
雑
草
が
可
友
り
大
と
な
る
も
、
そ
の
除
草
的
効
果
は
十
分
に
認
め
得
る
な
り
。
但
し
雑
草
の
葉
に
十
分
か
L
る
を
必
要
と
す
。

--、
ハ
マ
ス
ヂ
の
塊
室
の
藁
剤
瞳
除

ハ
マ
ス
グ
は
地
下
の
掩
藍
に
よ
っ
て
再
生
し
、
そ
の
繁
殖
旺
盛
友
る
が
矯
め
、
農
家
の
困
難
と
す
る
雑
革
の
一
た
り
。
(
第
二
ハ
闘
)
ス
、
、
、

ス
《
ω出
口
同
開
・
〈

-vσ
は
と
の
雑
草
の
駈
除
法
と
し
て
、
そ
の
生
育
期
間
中
氏
、
一
週
間
、
二
週
間
、
或
は
三
週
間
毎
に
耕
起
す
れ
ば
、
完

全
に
費
生
を
防
止
し
得
ぺ
し
。
さ
れ
ど
四
週
間
毎
に
耕
起
し
た
る
も
の
は
、
塊
童
は
小
さ
き
も
、
品
開
生
存
す
る
も
の
あ
り
で
、
完
全
に
根
絶

せ
が
と
述
べ
た
り
。

ス
ミ
ス
の
賓
験
は
恐
ら
く
一
一
一
週
間
毎
に
耕
起
せ
ら
る
L
時
は
、
塊
輩
の
肥
大
ず
る
追
及
4
‘
又
耕
起
せ
ら
れ
た
る
植
物

縄
及
び
塊
童
が
日
光
に
岨
噂
さ
れ
て
衰
弱
す
る
震
に
防
止
せ
ら
る
h
A

も
の
な
る
べ
し
。

著
者
等
は
既
速
の
如
く
宅
地
の
雑
草
騒
除
試
験
に
於
て
藁
剤
を
撒
布
し
た
る
時
、
堕
素
酸
市
首
逮
四
・
二
M
月
の
も
の
を
坪
首
四
立
宛
撒
布
し

た
る
応
、
九
月
下
旬
迄
ハ
マ
ス
ヂ
の
費
生
を
見
守
、
叉
塊
輩
も
枯
死
し
た
る
を
見
た

p
。

以
上
の
事
貨
に
鑑
み
て
、
著
者
等
は
、
ハ
マ
ス
ダ
の
塊
童
は
日
乾
に
よ
り
て
生
活
力
を
失
ふ
や
否
や
、
又
別
に
硫
酸
、
盟
素
酸
加
里
の
博

液
に
浸
捜
す
る
と
と
に
よ
っ
て
生
活
力
は
如
何
に
減
殺
せ
ら
る
L
か
等
を
見
ん
が
矯
め
に
、
共
の
質
験
を
行
ひ
た
り
。

て

試

験

の

方

法

昭
和
一
五
年
九
月
二
九
日
に
採
集
し
た
る
塊
霊
(
葉
の
つ
き
た
る
も
の
)
を
、
九
月
一
一
一

O
日
よ
り
、
夫
k

一
目
、
コ
一
目
、
五
日
、
七
日
間

日
光
に
常
て
乾
燥
し
た
る
後
直
ち
に
横
付
け
た
り
。

叉
同
時
に
硫
償
問
・
九
Mm
及
び
捜
索
蛾
加
星
五
%
溶
液
に
二
四
時
間
浸
潰
し
た
る
後
に
取
り
出
し
て
よ
く
水
洗
の
上
植
ゑ
付
け
k
b。



二

、

試

験

の

結

果

右
試
験
の
結
果
は
第
二
三
表
の
如
し
。

前
表
に
よ
れ
ば
一
週
間
の
日
乾
に
て
は
、
ハ
マ
ス
ゲ
を
殺
す
に
何
等
の
効
呆
な
き
を
見
る
た
り
@
さ
れ
ど
ス
ミ
ス
が
耕
起
に
よ
り
て
ハ
マ

ス
グ
を
殺
す
と
と
を
見
た
る
は
、
度
k

繰
り

返
L
て
耕
起
し
て
塊
重
注
切
断
し
、
又
日
乾

せ
し
故
に
、
途
に
そ
の
生
活
力
を
減
殺
せ
し

も
の
と
解
す
べ
き
か
。

硫
酸
に
浸
潰
し
た
る
塊
童
は
、
褐
色
に
枯

ね
た
る
を
見
た
れ
ど
、
無
慮
理
に
比
し
て
今

分
再
生

L
た
り
。

盟
素
酸
加
盟
博
液
に
浸
し
た
る
も
の
は
、

取
り
出
し
た
る
時
は
向
葉
は
綾
色
b
L

呈
す
る

も
、
完
企
に
再
生
の
力
な
し
。
卸
ち
根
に
よ

， 

り
て
土
壌
中
よ
り
盟
素
酸
加
里
を
吸
牧
す
る

ハマスグの塊重襲鄭j浸漬

並に日乾試験

第二三表

.!l理法 !値物吋擁墾敏 lm21日， の授芽数

1 日 日乾 1∞ 154 回
業 u 。 11 11 100 158 80 
の
5 11 " 1∞ 1日 78 

者

き 7 h H 1∞ 154 75 
Tこ

緊情浸目榎度急49Tラ4忽S泡Mm る 1∞ 185 34 
塊 100 1白 。
撃

然 量島 68 

路
硫酸4.9%1∞CC

一 12 

墾 墜1浸仙素司書c殴浸加潰里5% 一 1∞ 。
の

み 無 m 一

昭和15年9周釦司午前10時開始堕素酸加盟

及び硫酸には24時間浸潰したる後によく水

涜して値ゑ付けた旬。

備考

塊
重
に
比
し
て
再
生
力
相
劣
る
が
如
き
を
見
た
り
。

も
又
植
物
の
輩
葉
、
塊
重
を
直
接
浸
潰
す
る
も
、
輩
葉
乞
透
過
す
る
力
大
な
る
を
一
不
す
た
り
。
而
し
て
塊
重
の
み
の
も
の
は
葉
の
付
き
た
る

察
制
用
に
よ
る
雑
草
の
届
除
試
厳

第
二
級

一二ハ



察
組
用
促
よ
る
様
車
め
廟
除
説
厳

第
一
一
線

二
六
一
一

-ニ、

考

察

、

岐
に
報
告
せ
し
が
如
く
‘
外
岡
に
於
て
は
、
以
前
よ
り
雑
草
の
薬
剤
掘
除
に
う
き

τ研
究
せ
る
も
の
多
き
の
み
な
ら
歩
、
亦
本
邦
に
於
て

も
之
が
試
験
成
績
の
費
表
せ
ら
れ
た
る
も
の
無
き
に
し
も
あ
ら
や
。
さ
れ
ど
未
だ
之
が
普
遍
的
資
用
一を
見
る
迄
に
研
究
せ
ら
れ
や
し
て
、
貸

別
迄
に
は
向
多
く
の
試
験
乞
必
要
と
ず
る
な
り
。
殊
に
著
者
等
は
時
勢
に
鑑
み
、
将
来
の
耕
種
努
力
の
節
約
の
詰
め
に
此
極
の
研
賓
の
緊
要

な
る
を
認
め
、
之
が
試
験
を
行
ぴ
つ
L
あ
り
。

前
記
の
如
く
此
試
験
に
於
て
は
ポ
ッ
ト
及
び
植
に
よ
る
試
験
と
同
時
に
、
宅
地
、
植
物
園
、
小
委
畑
及
び
水
稲
田
等
に
於
け
る
賓
際
試
験

を
行
H
U

し
も
の
に
し
て
、
曜
素
酸
嘗
述
、
叉
は
堕
素
酸
加
皇
、
硫
酸
、
硫
酸
第
一
蟻
(
緑
馨
て
硫
酸
加
里
、
石
友
輩
案
、
盟
化
マ
グ
ギ
シ
ヰ

布
、
普
聾
品
川
、
生
石
友
等
を
用
ひ
、
昭
和
一
四
年
に
準
備
を
・
な
し
て
昭
和
↓
五
年
四
月
よ
り
一

O
月
迄
の
聞
に
甑
除
試
験
を
行
ぴ
た
り
。

《

l
v

宅
地
の
雑
草
駆
除

宅
地
の
雑
草
に
つ
き
て
二
回
試
験
を
行
ひ
た
る
に
、
弐
の
如
き
雑
草
と
薬
剤
と
の
開
係
あ
る
を
認
め
た
り
。
〈
藁
量
は
坪
賞
‘

石
次
容
一
素

は
反
嘗
〉

ナ

ラF

ナ
H
硫
酸
二
・
五
%
一
一
一
立
J

塑
素
酸
曹
達
四
・
二
%
四
立

ミ

ミ

ナ

グ

サ

H
硫
酸
ニ
・
五
%
一
・
五
立
.
硫
酸
捕
時
五
%
一
立
、
堕
素
酸
曹
遠
四
・
二
%
問
立
、
石
次
窒
素
反
賞
一

O
貫

タ
チ
イ
ヌ
フ
グ
リ
日
硫
酸
二
・
五
%
一
二
立

ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ピ
ラ
、
ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ポ
ウ
引
硫
酸
一

od功
一
・
五
立
、
盛
素
酸
曹
達
凶
・
二
%
問
立



ツ
メ
ク
サ
、

タ
ビ
ラ
コ

u
石
友
窒
素
反
賞
二

O
貫

ハ
ハ
コ
グ
サ
H
硫
階
一

o
d
n
了
五
立

イ田作
ι

ガ
ラ
シ
、
M

守、
v
ギ
シ
、
ハ
マ
ス
ダ
H
盟
素
晴
ほ
曹
建
凶
・
二
dw州
立
等

又
前
記
薬
剤
に
よ
り
て
躯
除
せ
ら
る
雑
草
は
弐
の
如
し
坤

硫同硫
酸
第
↓
鎌

石

茨

窒

素

車
素
酸
菌
胃
建

〈

2
v

酸

一
一
・
五
必
坪
賞
三
立
H

ナ
ヅ
ナ
、
ミ
ミ
テ
グ
サ
、

タ
チ
イ
ヌ
ア
グ
リ
等

一
O
M坪
賞
一
・
五
立
H
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ピ
ラ
、

ツ
メ
ク
サ
、
ハ
ハ
コ
グ
サ
等

ス
ズ
メ
ノ
チ
ツ
ポ
ウ

五
dw
却
営
三
立

u
ミ
ミ
タ
グ
令
、

才
ホ
イ
ヌ
ヲ
グ
リ
等

反
嘗
二

O
貫
H
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、

タ
ビ
ラ
コ
仙
寺

問
・
二
%
坪
者
四
立
H
ナ
ヅ
ナ
、

イ
ヌ
ガ

-7v
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ピ
ラ
、

ミ
ミ
テ
グ
サ
、

ス
ズ
メ
ノ
デ
ツ
ポ
ウ
、
ギ
シ
ギ
シ

輸
守
供
試
雑
草
・
全
部
《
但
レ
後
の
試
験
に
於
て
布
の
量
よ
り
も
犬
に
減
や
る
も
効
果
あ
る
日乞
知
り
た
り
J

植
物
園
の
雑
笹
・
駆
除

植
物
圏
内
に
は
種

kρ
雑
草
・
繁
茂
し
た
る
が
、

と
れ
に
つ
き
三
回
繰
り
返
し
て
種
々
の
藁
剤
を
撒
布
し
た
る
結
果
‘
諸
種
の
雑
草
を
騨
除

車
業
酸
官
官
建

す
る
に
効
果
あ
り
と
認
め
た
る
は
次
の
如
じ
・

坪
雷
二
五
8

(
ハ
マ
ス
ヂ
を
除
く
)

石

友

輩

業

硫

反
省
二

0
1
2
0貫
《
多
年
生
雑
草
及
禾
本
科
等
に
は
再
登
生
す
る
も
の
あ
り
)

酸

一一・五
dw坪
賞
一
戸
一
立
又
は
五
%
一
・
五
立
等
(
多
年
生
雑
草
再
費
生
す
る
も
の
あ
り
v

B'am
に
よ
る
様
車
の
贋
除
裁
量
思

一一六
三

第
一
一
級



薬
剤
に
よ
る
雑
草
の
騒
除
試
拍
車

前
記
宅
地
及
び
植
物
園
の
雑
智
を
駆
除
ぜ
ん
と
す
れ
ば
、
堕
素
酸
曹
達
、
石
友
窒
索
、
硫
酸
、
硫
酸
畿
が
効
果
め
る
と
と
を
認
む
る
が
そ

第
二
級

ご
六
回

の
用
量
は
植
物
の
種
類
に
よ
り
て
異
る
た
り
。

〈

3
v

小
委
削
の
雑
草
駆
除

次
に
小
菱
畑
に
於
て
作
僚
聞
に
薬
剤
b
E

撒
布
し
た
る
結
果
、
次
の
場
合
は
雑
革
駆
除
せ
ら
れ
、
小
委
に
於
て
答
無
き
を
見
た
り
。

硫
酸
ニ
・
四
五
%
坪
首
三
立
叉
は
問
・
九
%
一
・
五
立
、
及
び
石
衣
窒
素
反
賞
一
O
貫

A
4
)
 
水
稲
闘
の
雑
革
駆
除

水
聞
に
は
、
次
の
礎
剤
に
於
て
除
草
の
効
果
を
認
む
。

石
友
輩
業
反
賞
一
八
貫
(
稲
が
枯
死
す
る
場
合
あ
b
〉
又
は
允

1
一
O
賀
、
硫
酸
第
一
蟻
二
O
%
溶
液
坪
首
一

i
ご
升

(
5
v
 
ポ
ッ
ト
の
試
験

ポ
ッ
ト
に
種
K
D
雑
草
を
生
育
せ
し
め
、
之
に
襲
剤
を
奥
へ
℃
、
そ
の
駆
除
の
効
果
を
見
た
る
に
、
五
回
試
験
の
結
果
を
綜
合
す
れ
ば
、

襲
剤
に
封
す
る
抵
抗
力
は
雑
草
の
種
類
及
そ
の
生
育
時
期
に
よ
り
て
大
差
あ
り
。
而
し
て
襲
剤
の
有
効
用
量
は
弐
の
如
し
・

聾
素
酸
曹
達
:
:
:
凹
・
二

M
坪
営
凶
立
何
れ
の
雑
草
も
完
全
に
枯
死
す
。
門
雑
草
に
よ
り
で
は
一
立
に
で
も
足
れ
り
J
但
し
ギ
シ
ギ
シ
の
み
は

再
生
す
る
が
結
局
衰
弱
死
す
る
が
如
し
。

硫
酸
第
一
蹴
:
:
・
二
O
u
m
一
千
ゎ
六
立
に
て
は
ア
オ
ピ
ュ
、
ヒ
メ
ム
カ
h
v

ヨ
モ
ギ
、
タ
マ
ガ
ヤ
・
ツ
リ
、

ヒ
メ
ク
グ
等
多
く
の
雑
草
は
枯
死
す
。

但
し
タ
カ
ザ
プ
ロ
ウ
は
怯
復
す
。

硫

融

mi---
二
・
五
%
、
坪
首
一
二

1
4ハ
立
に
で
多
く
の
草
は
枯
死
し
、

五
%
は
と
れ
よ
り
効
果
多
く
し
て
、

一
O
U
W
六
立
な
ら
ば
頑
強



な
る
ス
ズ
メ
ノ
テ
ツ
ボ
ウ
も
枯
死
す
。
，

石
友
窒
素
;
:
:
反
省
二

O
i』一一
O
買
に
て
は
多
く
の
草
は
枯
死
す
。

.
一
O
貫
に
て
も
少
し
く
効
果
あ
り
。
但
し
生
費
し
た
る
雑
草
は
後
生

育
旺
盛
と
な
れ
り
。

以
上
宅
地
、
植
物
園
、
小
委
畑
、
水
田
、
ポ
ッ
ト
等
別
々
に
試
験
し
た
る
結
果
は
、
雑
草
の
種
類
及
び
生
育
時
期
の
み
な
ら
や
、
そ
の
生

育
地
の
異
る
に
よ
9
て
、
そ
の
蕪
朔
の
遁
常
用
量
は
異
れ
ど
、
概
略
次
の
如
き
用
量
に
で
多
く
の
雑
草
を
駆
除
し
得
ぺ
し
・

盛
素
酸
曹
建
・
'
:
:
↑
般
に
坪
首
二
五
8
・
ハ
マ
ス
ロ
引
を
除
く
に
は
四
・
二
%
溶
液
を
坪
営
四
立
撒
布
す
ぺ
し
。

破
;
:
:
一
般
に
五
%
坪
賞
三
立
(
禾
本
科
を
除
く
v
。
小
萎
作
僚
閣
の
雑
本
は
硫
酸
五
%
で
五
立
又
は
二
・
五
%
一ニ
立
に
て
可
た
り
。

硫硫
酸
第
二
臨
:
:
・
ザ
般
に
二
O
d
m坪
営
ニ

i
六
立
ハ
禾
本
科
・
一を
除
く
〉
。

鼓
に
於
て
考
ふ
べ
き
は
、
以
上
の
如
く
但
り
に
襲
剤
に
よ
り
て
雑
草
を
駆
除
し
得
る
も
、
そ
の
薬
害
が
、
直
接
に
作
物
を
害
す
る
場
合
叉

は
跡
地
に
瑛
り
て
作
物
を
害
す
る
場
合
は
、
此
駆
除
は
質
問
に
遁
せ
歩
と
云
ふ
ぺ
し
。
よ
合
て
本
試
験
に
於
て
は
、
右
の
雑
草
駆
除
試
験
と

石
衣
窒
素
;
:
:
↓
般
に
反
省
二
O
貫
.
小
委
作
聞
及
び
水
稲
岡
反
省
一

O
賞
・

禾
本
科
雑
草
は
駈
除
問
難
に
し
て
、
只
盛
山
一
東
酸
曹
達
の
み
は
効
果
あ
れ
ど
、
同
時
に
跡
地
に
佐
官
b
E
建
す
故
に
、
質
際
に
於
て
は
禾
本
科
雑

草
は
乎
に
て
抜
き
去
る
よ
り
他
に
方
法
た
し
。
但
し
そ
の
幼
植
物
は
石
友
窒
素
に
て
之
を
枯
ら
す
と
と
を
得
。
た
と
へ
ば
栢
萎
の
生
育
せ
し

僚
聞
に
費
生
せ
レ
禾
本
科
幼
植
物
、
又
は
稲
本
会
の
播
種
或
は
椋
ゑ
付
け
前
に
費
生
せ
し
禾
本
科
幼
植
物
を
駆
除
す
る
に
は
、
石
友
袋
素
ほ
効

果
あ
る
が
如
し
・

同
時
に
、
そ
の
作
物
及
び
跡
作
物
に
つ
き
で
試
験
を
行
ひ
た
る
が
、
そ
の
結
果
を
見
る
に
弐
の
如
し
。

業
剣
に
た
る
雑
草
m
w
雌
除
誕
駿

骨
骨
ご
徹

一一六
五



置
需
"
に
よ
る
鎗
草
の
属
除
諸
国
哩

第
二
搬

二
六
六

て
石
次
空
素
の
跡
作

始
め
に
石
次
空
業
を
反
常
二
。
貫
輿
べ
し
跡
地
に
於
て
は
、
之
に
水
稲
を
横
ゆ
れ
ば
肥
効
の
篤
め
に
水
稲
は
却
っ
て
よ
く
成
育
す
る
と
と

一
五
ふ
迄
も
無
し
・
さ
れ

E
水
稲
閏
に
雑
草
騨
除
と
し
て
直
接
反
A
A
S

一O
買
を
輿
ふ
れ
ば
、
稲
の
生
宙
開
を
停
止
し
、
或
は
枯
死
す
る
も
の
さ
へ

畑
地
に
於
で
反
昔
ニ

O
貫
を
撒
布
一

-
O貫
を
注
意
し
て
撒
布
せ
ば
、
稲
に
始
め
多
少
被
害
あ
る
も
、
聞
も
無
く
稲
は
快
復
し
て
肥
料
的
効
果
の
矯
め
に
牧
量
i

を
増
加
す
。

日
後
に
大
豆
及
び
玉
濁
黍
を
播
種
し
た
る
に
容
な
く
生
存
良
好
な
り
き
。
傍
の
樹
木
に
は
何
等
の

ち
り
。

二.容
な
琉し

槽

崎
膿
五
%
液
を
坪
賞
三
立
撒
布
し
た
る
場
合
、

一
O
日
後
に
大
豆
及
玉
樹
黍
を
播
蔵
し
た
る
に
、
被
害
な
き
を
見
た
り
。
た
と
ひ
少
し
く

容
あ
る
も
、
二

O
日
以
後
な
ら
ば
る
~
ぐ
客
無
き
を
見
た
り
.
叉
}
h
d
w
博
液
b
L

坪
首
六
立
施
し
た
る
に
、
跡
作
の
水
稲
に
容
な
き
を
見
た
り
・

横
物
閣
に
於
て
試
験
せ
し
時
、
傍
に
生
ぜ
し
樹
木
に
寄
な
か
り
き
。
放
に
硫
酸
五
%
一
一
一
立
撒
布
は
跡
作
に
舎
な
し
と
見
る
叫
し
。

一
ニ
、
硫
融
市
第

蟻

二
O
M博
液
坪
営
一
了
卜
尺
立
に
て
は
水
稲
に
害
無
し
。

四

堕

素

酸

曹

建

ポ
ッ
ト
に
於
て
坪
賞
一
七
月

s
k施
し
た
る
後
に
水
稲
を
挿
挟
せ
る
に
、

一
0
0日
聞
は
有
害
な
る
を
認
め
た
り
。
植
物
園
に
於
て
坪
賞

二
五
8
を
施
L
た
る
地
に
、
二
。
日
後
広
大
豆
及
び
:
均
黍
身
蒔
き
た
る
に
、

播
種
す
れ
ば
、
玉
笥
黍
は
死
せ
る
も
夫
豆
は
費
育
せ
り
。
.
二
ヶ
月
後
な
ら
ば
、
坪
営
七
五

g
に
で
も
跡
作
に
殆
ん
H
C
容
な
し
。
坪
営
一
五
l

一
時
£
〈
費
芽
ず
れ
ど
‘
後
に
は
枯
死
せ
り
。
間
三
日
後
に

. 



二
0
5な
ら
ば
一
ヶ
月
後
に
玉
萄
黍
及
び
黍
を
播
種
す
る
も
容
は
少
く
し
て
二
ヶ
月
後
に
は
客
全
く
無
か
り
き
.

に
も
容
友
し
・
叉
坪
首
七
五
8
に
て
も
傍
ら
の
樹
木
に
は
害
を
及
ぼ
さ
事
。

以
上
の
事
責
に
=
り
て
、
石
次
空
講
を
反
首
二

O
貰
を
施
と
す
時
、

一
O
g
に
て
は
一
ヶ
月
後

一
O
日
以
後
に
跡
作
物
を
播
種
す
れ
ば
容
な
く
‘
硫
融
は
坪
賞
五
%

一
O
日
後
な
ら
ば
大
開
跡
作
に
脚
青
島
砧
〈
、
由
貿
素
酸
曹
達
は
坪
賞
二
五

8
1七
五
g
b
L
施
す
時
、
ニ
ヶ
月
後
な
ら
ば
跡

作
に
悪
影
響
な
く
、
叉
硫
酸
第
二
臨
も
こ

O
M溶
液
を
坪
嘗
ニ
!
八
立
を
施
す
も
、
跡
作
の
水
稲
に
容
た
き
を
見
た
り
。

三
立
b
z
撒
布
す
る
も
、

以
上
を
要
す
る
に
、
此
試
験
に
よ
り
て
、
耕
地
の
雑
草
駆
除
に
用
び
ら
れ
得
る
は
、
石
友
窒
素
反
賞
二

O
賞
、
硫
酸
五
%
溶
液
を
坪
嘗
一
一
一

調
査
し
た
る
に
、
普
遍
的
に
生
宇
る
主
な
る
雑
草
は
ス
ギ
ナ
、
チ
ガ
ヤ
、

-7v
キ
サ
ゥ
、
ス
ベ

p
ヒ
ュ
、
メ
ヒ
シ
・
ハ
、
ュ
ハ
ホ
コ
リ
、

ヨ
シ
・

イ
タ

立
、
或
は
硫
階
第
一
蹴
ニ
O
u
mを
坪
首
ニ

l
六
立
、
又
聾
素
酸
市
封
建
を
坪
首
二
五
8
を
施
と
し
て
叶
そ
の
施
用
時
期
及
び
跡
作
付
の
時
期
を

遁
嘗
に
た
せ
ば
、
主
怠
る
雑
草
を
除
き
得
ベ
し
・
例
へ
ば
石
次
望
講
は
雑
事
の
幼
植
物
時
代
に
施
し
て
、
後
一

O
日
生
粧
て
作
物
種
子
を
播

種
す
ぺ
〈
、
硫
酸
は
施
用
後
二

O
日
以
後
に
跡
作
物
を
婚
種
ず
ぺ
く
・
又
聾
素
酸
曹
建
は
畑
に
坪
首
二
五

g
l七
五
8
施
し
て
、
ニ
ケ
月
後

に
跡
作
物
を
播
種
す
る
が
如
し
・
何
れ
の
場
合
も
雑
草
・
の
幼
植
物
時
代
に
撒
布
す
れ
ば
、
除
草
の
効
果
の
多
き
と
と
は
云
ふ
迄
も
た
し
・

噂
道
総
路
雑
草
の
種
類
及
そ
の
薬
剤
騨
除
に
関
し
て
、
描
略
道
省
官
房
研
究
所
に
於
て
笠
#
庁
、
井
上
爾
氏
個
の
試
験
あ
る
が
、
前
報
の
文
献

抄
録
に
於
て
之
を
漏
枕
し
た
り
。
氏
等
は
昭
和
六
年
全
国
一
ニ
九
ケ
所
の
保
棋
事
務
所
よ
り
そ
の
地
方
の
代
表
的
雑
草
を
取
り
寄
せ
て
種
類
を

ド
リ
、
ス
ミ
レ
、

ヨ
モ
ギ
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、

カ
タ
バ
ミ
、

ヤ
ハ
ズ
サ
ウ
、
ア
ザ
ミ
、
ヲ
ヒ
ジ
ハ
、

ヒ
ル
ガ
ホ
、
チ
カ
ヲ
シ
パ
、
ア
カ

ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
ヨ
メ
ナ
の
二
七

=
ガ
ナ
・

u
q
シ
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、
イ
ヌ
タ
ヂ
、
ヂ
シ
パ

F
、
ヱ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、
オ
ホ
パ
コ
、
タ
ン
ポ
コ
、

種
な
る
を
認
め
た
り
・
而
し
て
、
英
剤
踊
除
の
封
照
と
す
べ
き
は
畢
覚
ス
ギ
ナ
、
チ
ガ
ヤ
‘

ザ

一
シ
キ
サ
ウ
、
ス
イ
リ
ヒ
ュ
、
メ
ヒ
ジ
ハ

、
ヨ

費
歯
周
に
よ
る
縛
首
阜
の
踊
除
滋
厳

第
二
岨
帽

二
六
七



薬
剤
に
よ
る
雑
草
の
属
除
訴
訟

第
二
回
糟

一
六
八

ι
て
イ
タ
ド
リ
位
迄
と
見
る
も
犬
過
怠
く
、
是
等
を
撰
減
し
得
る
襲
剤
は
建
絵
の
雑
草
に
も
有
効
な
り
と
信
・
?
と
述
ぺ
、
二
七
種
艇
靴
修
に
つ

き
分
類
、
産
地
、
形
態
、
騒
除
法
を
記
述
L
た
り
、
共
に
昭
和
六
年
に
ク
サ
ト
1
ル
(
主
成
分
、
襲
来
眼
ナ
ト
リ
ウ
A
V
及
タ
サ
タ
イ
・
デ
(
主

成
分
亜
枇
酸
甜
封
建
v

の
こ
拙
需
品
に
つ
き
で
蹴
道
繰
路
の
雑
草
駆
除
試
験
を
行
ひ
た
り
。
そ
の
結
果
タ
サ
ト
l
ル
は
大
韓
に
於
て
効
果
多
く
、

殊
に
入
力
除
草
に
困
難
な
る
道
床
面
部
に
封
し
て
甚
だ
有
効
た
り
き
、
さ
れ
ど
ス
ギ
ナ
に
封
し
て
は
有
効
期
間
一
ヶ
月
に
過
密
』
吉
り
を
。
タ

サ
タ
イ
ヂ
に
つ
き
で
は
成
績
明
か
な
ら
や
と
。
翌
七
年
に
も
精
大
量
に
て
タ
ザ
ト
1
ル
の
試
験
を
行
ひ
た
り
。
道
床
面
、
施
工
基
町
共
綿

τ

-
雑
草
は
一
旦
枯
死
す
。
そ
の
日
数
は
多
く
の
も
の
は
一
週
間
を
出
で
や
、
殊
に
主
要
た
る
雑
草
ス
ギ
ナ
は
六
日
間
に
て
全
く
枯
死
せ

b
。一一

Q
日
絵
を
要
す
診
も
の
も
凶
、
五
種
あ
り
た
り
&
.
上
速
の
賞
験
は
道
路
敷
地
等
に
て
そ
の
毒
カ
が
後
地
に
建
る
も
支
障
な
き
場
合
に
行
ふ

べ
き
も
の
に
し
て
、
自
慢
素
酸
曹
建
の
議
力
走
利
用
し
た
る
も
の
と
云
ふ
べ
し・

=--、摘

要

て
昭
和
一
五
年
四
月
よ
り
一

O
月
迄
の
聞
に
、
ポ
ッ
ト
及
び
拒
に
よ
る
試
験
と
同
時
に
、
敷
地
、
植
物
岡
、
小
委
畑
、
水
稲
田
等
の
賓
際

に
つ
き
で
雑
草
の
薬
剤
師
抽
除
の
試
験
を
行
ぴ
た
り
。

二
、
此
試
験
に
用
ひ
し
薬
剤
は
'
墜
事
酸
曹
達
、
盟
主
酸
加
里
.
硫
酸
、
硫
酸
第
一
蹴
(
続
馨
て
硫
酸
加
豆
、
石
友
窒
素
、
堕
化
マ
グ
ネ
シ
ユ

ウ
ム
、
苦
膿
汁
、
生
石
友
等
た
り
。

一
一
一
、
右
の
薬
剤
に
つ
き
宅
地
、
植
物
園
、
小
委
畑
、
水
問
、
ポ
ッ
ト
、
権
等
に
於
て
試
験
し
た
る
結
果
、
有
効
な
る
薬
剤
及
び
之
が
遁
量
は

次
の
如
し
。



回
、
禾
本
科
雑
草
に
は
襲
聞
が
附
着
し
雛
き
放
に
、
抵
抗
力
大
怠
る
も
の
あ
り
。

二
O
貰
撒
布
す
れ
ば
駆
除
す
る
と
と
を
得
3

さ
れ
ど
是
等
は
、
そ
の
幼
植
物
時
代
に
石
夜
空
棄
を
反
賞

強
素
酸
曹
達
:
:
:
揮
官
二
五
8

《
ハ
マ
ス
ゲ
は
問
難
〉

硫

酸
:
:
:
五
%
坪
賞
三
立
〈
但
し
禾
不
科
に
は
騒
除
困
難
な
る
も
の
あ
り
》

硫
酸
第
一
蹴
:
・
:
二

ouw揮
官
ニ

l
六
立
(
禾
不
科
に
は
駆
除
困
難
一な
る
も
の
あ
り
)

石
友
章
来
:
:
:
削
地
伊
仏
首
二

O
賞
、
水
附
反
省
一

O
貰

五
、
畑
地
に
石
刻
常
識
を
反
省
二

O
貰
撒
布
ず
れ
ば
、
幼
若
の
雑
草
を
騨
除
し
、
且
つ
一

O
日
後
に
搭
種
ず
れ
ば
、
跡
作
物
に
容
な
き
を
認

む
.
只
水
稲
岡
に
於
て
直
接
二

O
貰
を
施
せ
ば
稲
を
容
す
る
を
認
む
。

月
は
跡
地
に
容
を
建
す
虞
あ
る
故
に
、
そ
の
施
期
場
所
及
び
ニ
ケ
庁
粧
泌
を
考
ふ
る
必
要
あ
り
。

六
、
幽
捜
索
酸
宙
建
を
坪
賞
二
五
8
撒
布
す
れ
ば
、
禾
本
科
の
み
・
な
ら
や
凡
で
の
雑
草
そ
枯
死
し
縛
れ
E
も
、
同
時
に
、
夏
期
比
於
て
後
二
ケ

七
、
硫
酸
五
%
液
を
坪
骨
三
立
撒
布
す
る
も
一

O
日
後
に
は
跡
作
物
に
客
な
し
。
た
と
ひ
多
少
の
客
あ
り
と
す
る
も
二

O
臼
以
後
な
ら
ば
安

金
泳
り
。

八
、
硫
階
第
一
蟻
ニ

O
d
m
の
博
液
を
坪
常
二
l
パ
立
施
す
時
は
雑
草
を
駆
除
し
縛
ベ
く
・
且
つ
水
稲
に
は
容
な
き
を
見
た
b
。

丸
、
要
之
、
耕
地
の
雑
草
駆
除
に
は
(
1
v石
衣
室
議
反
省
二

O
賞、

(
2
)硫
般
五
%
博
液
乞
坪
常
一
一
一
立
、

(
3
〉
硫
酸
第
二
郎
二

O
U
"を
坪
営

一一

t
iハ
立
、
《
4
V聾
素
酸
曹
達
坪
賞
二
五
8
を
施
し
て
、
そ
の
施
畑
時
期
及
び
跡
作
物
の
時
期
笠
通
蛍
に
な
さ
ば
、
主
な
る
雑
草
を
腫
除

し
得
ペ
し
。豪

州
虻
よ
る
雑
草
の
廃
除
諒
駿

徳一

‘回報

一一六九



義
"
に
よ
る
雄
惜
阜
の
届
除
読
駿

第
二
綴

二
七
O

一
0
.
前
項
の
用
量
に
て
石
茨
窒
素
は
一

O
日
後
、
硫
酸
は
二

O
日
後
、
捜
素
酸
曹
達
は
ニ
ヶ
月
に
跡
作
物
を
播
種
す
れ
ば
容
な
し
。
而
し

て
前
れ
の
場
合
も
雑
草
の
幼
植
物
時
代
に
施
せ
ば
効
果
の
多
き
と
と
一
再
ふ
迄
も
注
し
・

一一、
ハ
マ
ス
ゲ
の
塊
重
は
之
を
一
週
間
日
乾
す
る
も
之
宮
殺
す
と
と
能
は
守
。
硫
酸
凹
・
九
dw
の
皆
川
も
戒
に
二
同
時
開
設
潰
す
れ
ば
牛
分
枯

死
す
@
叉
臨
捜
索
酸
加
里
五
dw博
液
に
二
四
時
間
浸
せ
ば
、
塊
童
を
完
全
に
殺
す
と
と
を
得
。
開
素
酸
事
建
問
・
二
%
の
博
液
を
坪
営
問
立

地
面
に
撒
布
し
た
る
に
ハ
マ
ス
グ
は
全
部
枯
死
し
た
り
。

文

献

(1) 

伊
藤

誠
蹴

農
作
物
病
害
虫
に
熊
草
に
関
す
る
鏑
査
及
鼠
厳
方
法
第

一
一
耐
水
間
雑
草
マ
ツ
バ
牛
車
に
ア
オ
ミ
ド
ロ
・
類
め
強
防
に
関
す
る
繭
査
及

試
厳
成
績

北
海
道
農
事
鼠
験
毎
回
報
告

第
一
一
波

一
1
2一八頁

大
正
一

O
年
一一一
周

。}(2) 
笠
弁
駒
夫

・
弁
上
隆
捜

姐
瞬
時
間
雑
事
に
関
す
る
説
査
回
開
告

業
務
研
喫
資
制

第
二
一
一
容

第
九
銭

鎌
道
大
臣
官
房
研
安
所

第
五
一

一説

昭
和
九
年
内
用

田
口
武
之
助

水
国
税
草
の
益
分
布
取
と
肥
料
縄
類
と
雑
草
の
消
長
に
就
て

コ
一宮
阜
市
胴
立
農
商
事
訴
験
嵐
乗
磁

九
九
五
頁

昭
利
六
年

七
島

、

'4) 

全

肥
科
の
種
類
と
水
田
雑
草
の
滑
長

金
ご
一
四
滋

四

l
七
頁

昭
和
一
ニ
年
七
局

!/J) 

寺
津

保
房

施肥
肥料
に・め
依滋
る原
水器寺
田液
除に
草依
法る
に雑
関草
すの
る騎
研除
究に
-っ
L、
て

農
業
及
園
都

第
七
磁

石
灰
乳
の
除
草
的
効
果
に
つ

一いて

第
五
省

四
九

l
五
三
賀

昭
和
五
牢

(6) 

楠
本

光
雄

第
一
線

日
本
作
物
血
事
曾
紀
事

第
五
容

第

四

裁

四
七
一
'
i
回
八
二
頁

昭
籾
八
年
ご
一
足

第
二
回
帽

苗
代
議
育
中
に
曲
出
向
り
る
雑
草
の
除
草
及
積
爵
に
劃
す
る
消
石
町
民
の
影

響

同

誌

第
六
経

第
一一一
蹴

コ一五一

1
一一一六一一一頁

昭
和
九
年
一
一
周

， 



水
稲
の
本
国
生
背
中
に
於
け
る
雑
草
の
石
灰
に
依
る
除
去
砲
に
其
の
時
期
と
水
婚
と
の
聞
係

四
九
五
六
頁
昭
和
一

O
年
三
局

の

E
E・
:-E害
gz・:
・

2
3
F
O
E
-
E
E園
Z
2
3
ロ
-
E
o
s
-
5
2。岡田白仲間
5
2
;
a
a
a
E
T
S
-

S
H骨
乱
回
忌
】
舗
向
。

g'geph。
日
・
〉
B
S・∞。。・〉間『・司。】
-
U
0
・
M
P
P
M
V
-
H
∞-
g
g

第

三

副

将

ハ
軸
庫
副
将
〉

周
誌

第
七
昌
也

第
一
一
誠

他
は
省
略

第
一
領
容
昭
川

(
昭
和
一
六
年
一
一
周
一
四
日

大
原
段
鍵
研
究
所
)

察
組
用
に
よ
る
雑
草
の
・
除
試
駿

第
二
綴

二
七



ク第一圃ノボロギ

昭和15年5用1日

ハ
笠
原
)

右
二
鉢郎

嘗

7
五
立

駿
一
一
・
四
五
M
N

グ

硫左
二
鉢郎
醤
三
五
二
E

第二圃

園
田
素
酸
菌
謹

' フホイヌ

昭利15年5周1日

オ

ハ
笠
原
V

停
留
一
・
五
主

級

軍事

五
% 

停
醤
三
立

線

電車

五
% 

郎
賞
一
・
五
泣

硫

駿
ニ
・
間
五
%

持
醤
三
立

統

酸
一
一
・
四
五
%

無

lil 

理



第三園 .ギシギ

昭和15年 5~ 1日

辛〆

線硫質
素
酸
曹
淫

自
由
索
駿
曹
淫

無

ハ
笠
原
〉

節
富
三
立

草壁

五
% 

停
蛍
了
五
立

酸
一
一
・
四
五
%

停
富
一
七
六
g

停
醤
三
五
三
g

S包

理

=乙第四国 J ピ

昭和15年 5~ 6日

硫硫総線由
圃
素
酸
菌
謹

堕
素
酸
曹
達

石

灰

蜜

素

石
灰
，
窒
素

ハ
笠
原
)

殴
二
・五
M
N
節
富
一
・
五
立

酸
一
一・
五
%

崩
事
五
%

磐

五

%

無

.!l& 

理

停
留
三
立

停
留
一

・五
立

停
留
三
立

田
町
省
一
七
六

g

m
w
嘗
三
五
二

g

反
省

一
O
賃

反
館
、一一
O
貫



第五岡 スマメノテツポウ

昭和15竿5居14日

円
笠
原
〉

反
宮
』一
O
貫

石

荻

窪

素

反
醤
ご

O
貫

石

灰

窒

素

開
昨
嘗
』
七
六
惚

組
索
酸
暫
淫

堕
素li!l
酸 4 醤
曹J三
建五

与lL， ~ 長

-
l剖
問
問

4

無

骨

随

理

ナ第六岡ナ ヅ

昭和15年5局14日

硫硫堕
素
酸
菌
建

堕
素
酸
曹
達

無

ハ
笠
原
〉

停
醤
一

・
五
立

酸
一
一
・
四
五
%

停
醤
三
立

酸
一

一・
四
五
%

持
智
一
七
六

g

跨
醤
三
五
二

g

路

理



妻第七岡小

昭和15~5 周 14日

総

磐

線

磐

石

灰

窒

素

石

灰

窒

素 (
笠
原
〉

五
%
同
庁
醤
了
五
立

五
%
跨
嘗
=
一
主

反
蛍
一

O
貫

反
宮
ご

O
貫

硫

酸
一
-
・
五
%
路
盤
了
五
主

続

酸
一
一
・
五
M
P

停
富
三
立

割
素
酸
曹
達

園
田
素
酸
曹
謹

無

慮

梓
信
一
七
六
E

開
昨
怠
三
五
一
一
E

理

シグングサセコ第八回

昭和15年5昆6日

ハ
笠
原
〉

停
留

τ五
立

硫

酸
一
一
・
四
五
%

郎
賞
一
七
六
割

堕
素
酸
笛
建

岡
町
盤
三
五
二
E

圃
彊
素
酸
嘗
蓬

無

慮

理



ギシギシミ・チグザーナヅナ第九圃

に薬剤撒布後の水稲播種

昭和15年6周21日

無

• .!t 
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